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初
春
を
迎
え
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
四

月
の
日
銀
の
「
異
次
元
緩
和
」
実
施
、
七

月
の
参
議
院
選
挙
で
の
自
民
・
公
明
両
党

の
圧
勝
に
伴
う
「
ね
じ
れ
」
解
消
に
よ
る

決
め
ら
れ
る
政
治
へ
の
転
換
、
直
後
の
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
決
定
、
九
月
の
二
〇
二
〇

年
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
東
京
開
催
決
定
な
ど
、
久
方
ぶ
り
に

明
る
い
話
題
も
あ

っ
た
年
で
あ
り
ま

し
た
。

経
済
面
で
は
、

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

第
一
の
矢
で
あ
る

金
融
政
策
、
第
二

の
矢
で
あ
る
財
政

政
策
の
効
果
が
現

れ
、
円
安
、
株
高

の
進
行
な
ど
を
通

じ
、
景
気
は
回
復

軌
道
を
歩
み
、
大

企
業
を
中
心
に
業

績
が
回
復
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
中
小
企
業
で
は
、
十
二
月
十

六
日
に
発
表
さ
れ
た
日
銀
短
観
の
業
況
感

Ｄ
Ｉ
が
非
製
造
業
（
＋
４
）
で
二
二
年
ぶ

り
、
製
造
業
（
＋
１
）
で
六
年
ぶ
り
の
プ

ラ
ス
と
な
っ
た
も
の
の
、
大
企
業
に
比
べ

回
復
が
遅
れ
、
ま
だ
景
気
回
復
の
実
感
に

乏
し
い
企
業
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

金
融
政
策
や
財
政
政
策
の
効
果
は
い
つ

ま
で
も
続
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

後
、
日
本
経
済
の
再
興
の
た
め
に
は
、
大

胆
な
規
制
改
革
、
労
働
市
場
改
革
な
ど
を

含
む
成
長
戦
略
の
速
や
か
な
実
行
が
不
可

欠
で
あ
り
、
こ
の
成
長
戦
略
の
実
行
こ
そ

が
、
中
堅
・
中
小
企
業
に
と
っ
て
も
、
新

た
な
飛
躍
の
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
も
の

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
政
府
に
は
、
是

非
と
も
成
長
戦
略
の
早
期
実
行
を
強
く
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
企
業
経
営
面
で
特
に
印
象
に
残

っ
て
い
る
の
は
、
国
内
最
大
手
の
製
薬
会

社
で
あ
る
武
田
薬
品
工
業
が
メ
ガ
フ
ァ
ー

マ
の
一
つ
で
あ
る
英
国
グ
ラ
ク
ソ
・
ス
ミ

ス
ク
ラ
イ
ン
幹
部
の
ク
ル
ス
ト
フ
・
ウ
ェ

バ
ー
氏
を
六
月
末
の
株
主
総
会
で
社
長
に

迎
え
る
と
い
う
人
事
を
決
め
た
こ
と
で
す
。

同
社
の
長
谷
川
閑
史
社
長
は
、
記
者
会

見
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
で
競
争
力
の
あ
る
企

業
に
な
る
た
め
に
適
し
た
人
材
だ
。
社
内

の
日
本
人
候
補
も
検
討
し
た
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
経
営
を
任
せ
ら
れ
る
よ
う
社
長
の
基

準
を
厳
し
く
考
え
た
結
果
、
社
内
で
は
相

対
的
に
少
し
不
十
分
な
点
が
あ
っ
た
」
と

述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

江
戸
時
代
に
創
業
し
た
老
舗
中
の
老
舗

企
業
の
外
国
人
ト
ッ
プ
招
聘
と
い
う
今
回

の
決
定
は
、
真
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営
の
時

代
へ
突
入
し
た
感
を
改
め
て
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

こ
こ
で
、
足
元
の
経
済
情
勢
に
目
を
転

じ
ま
す
と
、
十
二
月
九
日
に
公
表
さ
れ
た

七
―
九
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
二
次
速
報
で

は
、
前
期
比
年
率
で
プ
ラ
ス
一
・
一
％
と

前
四
半
期
（
三
・
六
％
）
よ
り
減
速
し
た

も
の
の
、
４
四
半
期
連
続
の
プ
ラ
ス
成
長

と
な
り
、
新
興
国
経
済
の
減
速
な
ど
海
外

経
済
の
不
安
定
さ
を
か
か
え
つ
つ
も
、
消

費
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
が
本
格
化
す

る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
五
年
度
の
日
本
経

済
は
二
％
台
半
ば
の
成
長
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
、
好
調
さ
を
維
持
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
二
六
年
度
の
日
本
経
済
は
、
四

月
の
消
費
税
引
き
上
げ
、
新
興
国
の
景
気

減
速
に
よ
る
輸
出
の
伸
び
悩
み
、
さ
ら
に

は
一
月
か
ら
緩
や
か
に
ス
タ
ー
ト
し
た
米

国
量
的
緩
和
縮
小
策
の
今
後
の
動
向
等
の

リ
ス
ク
要
因
は
あ
る
も
の
の
、
五
・
五
兆

円
規
模
の
経
済
対
策
も
予
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
、
各

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
平
均
で
〇
・
八
％
と
引

き
続
き
景
気
は
拡
大
す
る
も
の
と
見
込
ま

れ
ま
す
。

さ
て
、
以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
諸
情
勢
、

諸
環
境
を
踏
ま
え
、
今
後
の
企
業
経
営
に

つ
い
て
三
点
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま

ず
、
一
点
目
は
、
危
機
管
理
に
つ
い

て
で
す
。

昨
年
も
化
粧
品
で
大
規
模
な
被
害
者
を

出
す
事
例
や
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
食

品
偽
装
、
さ
ら
に
は
メ
ガ
バ
ン
ク
等
の
暴

力
団
取
引
な
ど
、
多
く
の
企
業
で
不
祥
事

が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
他
社
の
不
祥
事
を
踏
ま
え
、

危
機
管
理
上
重
要
な
こ
と
は
、「
こ
う
し
た

事
例
は
私
の
組
織
に
は
な
い
の
か
」「
こ
う

し
た
事
例
が
私
の
組
織
で
起
こ
っ
た
ら
ど

う
す
べ
き
な
の
か
」
と
思
考
を
め
ぐ
ら
す

こ
と
で
あ
り
ま
す
。「
自
分
と
は
関
係
な

い
」
と
思
う
か
、「
自
分
の
こ
と
と
し
て
置

き
換
え
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
か
が

危
機
管
理
上
、
も
の
す
ご
く
大
き
な
差
に

な
る
の
で
す
。
危
機
管
理
の
要
諦
と
し
て
、

こ
の
こ
と
を
是
非
と
も
ご
記
憶
に
と
ど
め

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
点
目
は
、
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
の
重

要
性
に
つ
い
て
で
す
。

地
球
環
境
の
変
化
や
経
済
、
社
会
両
面

で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
等
で
、
リ
ス

ク
は
巨
大
化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
リ
ス
ク
へ
の
対
応
を
誤
れ
ば
、
企

業
の
存
続
さ
え
絶
た
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

こ
れ
ら
リ
ス
ク
へ
の
対
応
、
い
わ
ゆ
る

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
企
業
経
営
に
と

っ
て
、
正
に
最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
「
リ
ス
ク
」
と
い
う
言
葉

の
語
源
を
紐
解
い
て
み
ま
す
と
、
イ
タ
リ

ア
語
で
は
「
勇
気
を
持
っ
て
試
み
る
」、

ア
ラ
ビ
ア
語
で
は
「
明
日
の
糧
」
と
い
う

意
味
が
あ
る
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、「
未

来
に
夢
を
持
ち
、
挑
戦
す
る
過
程
で
生
じ

る
か
も
し
れ
な
い
危
険
や
損
失
」
が
リ
ス

ク
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
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西部地区
協 議 会

「「
西西
部部
地地
区区
協協
議議
会会
がが
��
ママ
スス

ダダ
ッッ
クク
にに
てて
開開
催催
ささ
れれ
るる
」」

要
す
る
に
、「
リ
ス
ク
」
と
は
単
に
危

険
な
こ
と
や
避
け
る
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、

積
極
的
に
取
り
に
い
か
な
け
れ
ば
成
果
も

得
ら
れ
な
い
、
夢
や
目
標
と
背
中
合
わ
せ

の
も
の
な
の
で
す
。

企
業
を
成
長
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

あ
え
て
挑
戦
す
る
勇
気
を
持
つ
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
ご
認

識
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

三
点
目
は
、
組
織
の
血
流
と
も
言
う
べ

き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
重
要

性
・
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
�
と

い
う
言
葉
の
意
味
を
し
っ
か
り
と
理
解
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
つ
い
て
、

首
都
大
学
東
京
教
授
の
宮
台
真
司
氏
は

「
人
間
関
係
を
台
無
し
に
せ
ず
に
異
論
を

唱
え
る
力
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。
実
に
見

事
な
定
義
だ
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
社
会
・
組
織
は
同
調
圧
力
が
強

く
、
異
論
に
対
し
て
不
寛
容
な
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

企
業
の
意
思
決
定
を
例
に
と
る
と
、
意

思
決
定
の
「
質
」
と
「
満
足
度
」
は
相
反

す
る
、
す
な
わ
ち
、
意
思
決
定
に
参
加
し

た
メ
ン
バ
ー
の
大
半
が
賛
成
し
た
決
定
は
、

意
思
決
定
の「
満
足
度
」は
高
い
が
、「
質
」

は
落
ち
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、「
質
」
を
重
視
し
最

適
な
解
を
求
め
て
い
こ
う
と
す
れ
ば
、
当

然
な
が
ら
人
の
意
見
に
同
調
し
て
ば
か
り

で
は
そ
の
目
的
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
そ

し
て
逆
に
、
自
分
の
意
見
を
押
し
通
そ
う

と
強
硬
な
姿
勢
で
出
れ
ば
、
組
織
内
の
人

間
関
係
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
た
と
え
意

見
は
通
っ
て
も
実
行
の
段
階
で
う
ま
く
い

か
な
い
場
合
も
出
て
き
ま
す
。

あ
と
に
禍
根
を
残
さ
ず
に
、
う
ま
く
異

論
を
唱
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
人
間
関
係

を
台
無
し
に
せ
ず
に
異
論
を
唱
え
る
力
」

が
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
�
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
�

を
経
営
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
員
全

員
に
備
え
さ
せ
る
こ
と
が
、
今
後
の
変
化

の
激
し
い
時
代
に
、
企
業
を
変
革
し
、
持

続
的
な
成
長
を
と
げ
る
た
め
の
キ
ー
フ
ァ

ク
タ
ー
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。最

後
に
、
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。

事
業
活
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
各
種

情
報
提
供
機
能
の
強
化
」、「
会
員
同
士
の

情
報
交
換
機
会
の
拡
充
」
を
目
的
に
、
本

年
度
も
経
営
者
向
け
の
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、

特
別
セ
ミ
ナ
ー
等
に
加
え
、
委
員
会
・
研

究
会
活
動
な
ど
、
そ
の
内
容
を
充
実
・
強

化
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
推
進
で
き
ま
し

た
の
も
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
協
力
の
賜

物
で
ご
ざ
い
ま
す
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

本
年
も
こ
の
取
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
、
会
員
の
皆
様
に
少
し
で
も
お
役
に

立
つ
事
業
の
企
画
・
運
営
を
し
て
ま
い
る

所
存
で
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

事
業
の
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
、
年
頭

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

西
部
地
区
協
議
会
（
議
長
・
織
田
秀
明

ボ
ッ
シ
ュ
�
会
長
、
本
会
副
会
長
）
が
十

一
月
二
十
六
日
�
、
株
式
会
社
マ
ス
ダ
ッ

ク
に
お
い
て
関
係
者
を
含
め
四
十
三
名
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

会
は
事
務
局
の
司
会
で
進
行
し
、
開
会

で
挨
拶
に
立
っ
た
織
田
秀
明
議
長
は
、「
自

ら
活
動
し
て
他
を
動
か
す
は
水
な
り
」
等

の
水
五
訓
の
当
社
の
社
是
を
披
露
し
、
社

訓
、
経
営
理
念
の
素
晴
ら
し
さ
を
讃
え
た
。

そ
し
て
、
も
の
つ
く
り
の
基
本
を
、
そ
し

て
安
全
・
安
心
を
、
こ
の
マ
ス
ダ
ッ
ク
で

学
ん
で
い
た
だ
き
、
今
後
の
経
営
、
製
造

等
に
大
い
に
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、

ま
た
、
本
会
副
会
長
企
業
で
あ
る
当
社
に

西
部
地
区
協
議
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
感
謝
を
述
べ
た
。

次
に
、塩
入

健
専
務
取
締
役
か
ら「
お

客
様
に
、
幸
せ
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
に

何
を
す
べ
き
か
。
そ
れ
が
マ
ス
ダ
ッ
ク
の

事
業
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
」
と
の
お

話
と
、
歓
迎
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
本
会
根
岸
茂
文
専
務
理
事
よ

り
事
務
局
報
告
が
な
さ
れ
、
地
域
社
会
問

題
委
員
会
、
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
、
少
子
高

齢
化
対
策
研
究
会
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
、
Ｃ

Ｓ
Ｒ
委
員
会
、
企
業
戦
略
研
究
会
等
の
開

催
内
容
、
そ
し
て
、
青
年
経
営
者
部
会
主

催
の
新
春
特
別
講
演
会
の
告
知
が
な
さ
れ

た
。そ

の
後
、
当
社
の
概
要
説
明
が
あ
り
、

そ
の
中
で
、
１
９
５
７
年
の
創
業
以
来
、

機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て
日
本
の
和
洋
菓
子

業
界
の
発
展
と
共
に
成
長
し
て
お
り
、
関

連
機
械
メ
ー
カ
ー
と
の
連
携
を
図
っ
て
、

和
洋
菓
子
の
生
産
ラ
イ
ン
を
自
社
の
責
任

で
構
築
す
る
総
合
機
械
メ
ー
カ
ー
と
し
て

の
役
割
も
担
っ
て
い
る
こ
と
。

ま
た
、
２
０
０
９
年
に
オ
ラ
ン
ダ
に
製

造
会
社
を
設
立
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

か
ら
デ
ザ
イ
ン
や
コ
ス
ト
の
見
直
し
を
行

い
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
欧
米
並
び
に

目
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タ
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生
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会
モ
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企
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介
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�
日
本
経
団
連

提
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・
提
案

２６

�
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業
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よ
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自
分
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中
の
他
人
」、

広
告

２７

�
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知
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、
会
員
の
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概
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北部地区
協 議 会

富富
士士
電電
機機
機機
器器
制制
御御
��
でで
展展
示示
場場
見見
学学

とと
障障
害害
者者
雇雇
用用
へへ
のの
取取
りり
組組
みみ
をを
学学
ぶぶ

中
国
を
始
め
と
す
る
ア
ジ
ア
の
顧
客
に
現

地
の
事
情
に
適
し
た
機
能
や
デ
ザ
イ
ン
の

機
械
を
適
正
価
格
で
提
供
し
て
い
る
こ
と
。

さ
ら
に
、
１
９
７
４
年
に
開
始
し
た
食

品
製
造
事
業
で
は
、２
０
０
４
年
に
安
全
・

安
心
を
提
供
す
る
こ
と
に
徹
底
し
て
こ
だ

わ
っ
た
食
品
工
場
を
竣
工
さ
せ
、
２
０
０

７
年
に
は
、
約
二
倍
へ
増
床
し
、
当
社
独

自
の
技
術
を
必
要
と
す
る
菓
子
の
生
産
に

特
化
し
提
供
し
て
お
り
、
あ
の
有
名
な
お

菓
子
「
東
京
ば
な
奈
」
を
生
産
し
て
い
る

こ
と
。
ま
た
、
菓
子
工
場
の
建
設
、
運
営

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
開
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
話
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
二
組
に
分
か
れ
、
お
菓
子
の

生
産
現
場
、
機
械
製
造
現
場
、
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
等
々
、
工
場
見
学
が
行
わ
れ
、
素
人

に
も
わ
か
り
易
く
、
懇
切
丁
寧
な
説
明
を

い
た
だ
い
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
増
田
文
治
代
表
取
締

役
社
長
自
ら
が
担
当
し
、「
私
の
身
体
は
、

半
分
が
お
菓
子
機
械
メ
ー
カ
ー
、
半
分
が

お
菓
子
生
産
者
で
、
で
き
て
い
る
」
と
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、
当
社
の
理
念
と
、

今
後
の
進
む
方
向
の
お
話
を
い
た
だ
い
き
、

西
部
地
区
協
議
会
の
見
学
会
は
盛
会
裏
の

内
に
終
了
し
た
。

北
部
地
区
協
議
会
（
議
長
�
橋
元
健
キ

ヤ
ノ
ン
電
子
�
取
締
役
副
社
長
、
本
会
副

会
長
）
が
十
一
月
八
日
�
、
富
士
電
機
機

器
制
御
�
吹
上
工
場
に
て
開
催
さ
れ
、
二

一
名
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
富
士
電
機
機
器
制
御
�
吹
上

工
場
に
二
〇
一
二
年
四
月
完
成
し
た
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
「
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
テ
ク
ノ
ウ
ェ
ー
ブ
ふ

き
あ
げ
）
を
見
学
し
、
さ
ら
に
「
富
士
電

機
グ
ル
ー
プ
の
障
害
者
雇
用
の
取
り
組

み
」
と
題
し
て
事
例
発
表
が
行
わ
れ
、
富

士
電
機
グ
ル
ー
プ
の
特
例
子
会
社
に
よ
る

障
害
者
雇
用
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

会
は
、
橋
元
健
議
長
が
「
景
気
回
復
基

調
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
る
が
、

ま
だ
ま
だ
本
格
回
復
ま
で
至
っ
て
い
な
い

企
業
も
多
い
。
回
復
が
顕
著
な
企
業
に
は

景
気
の
更
な
る
拡
大
の
け
ん
引
役
と
し
て

ぜ
ひ
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
中
小

企
業
の
業
績
が
回
復
し
て
は
じ
め
て
本
当

の
景
気
回
復
だ
と
い
え
る
」
と
開
会
挨
拶
、

本
会
根
岸
茂
文
専
務
理
事
の
事
務
局
報
告

に
続
き
、
富
士
電
機
機
器
制
御
�
吹
上
工

場
の
相
馬
浩
志
生
産
部
長
か
ら
歓
迎
挨
拶

と
企
業
概
要
説
明
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後

「
テ
ク
ノ
ウ
ェ
ー
ブ
ふ
き
あ
げ
」
の
見
学

へ
と
移
行
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
富
士
電
機
機
器
�
吹
上

工
場
は
、
二
〇
一
三
年
で
設
立
七
〇
周
年

を
迎
え
、
従
業
員
は
七
〇
〇
名
を
数
え
る
。

富
士
電
機
は
制
御
機
器
と
受
配
電
機
器
で

は
国
内
シ
ェ
ア
の
ト
ッ
プ
を
誇
っ
て
お
り
、

吹
上
工
場
は
そ
の
主
力
工
場
。

吹
上
工
場
の
設
立
七
〇
周
年
を
機
に
新

設
さ
れ
た「
テ
ク
ノ
ウ
ェ
ー
ブ
ふ
き
あ
げ
」

は
、
富
士
電
機
機
器
制
御
の
製
品
紹
介
や

富
士
電
機
グ
ル
ー
プ
の
歴
史
、
技
能
五
輪

へ
の
挑
戦
、
技
能
の
伝
承
、
創
エ
ネ
・
省

エ
ネ
へ
の
取
組
み
、
一
歩
先
を
行
く
新
し

い
技
術
の
紹
介
、
機
器
制
御
の
デ
モ
機
展

示
、
受
配
電
シ
ス
テ
ム
の
し
く
み
な
ど
を

最
新
鋭
の
３
Ｄ
映
像
機
器
や
体
験
コ
ー
ナ

ー
な
ど
に
よ
り
、
楽
し
く
紹
介
す
る
総
合

展
示
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
施

設
完
成
後
は
小
・
中
、
高
校
な
ど
学
校
か

ら
の
見
学
依
頼
も
多
く
、
地
域
社
会
貢
献

の
一
役
も
担
っ
て
い
る
。

コ
ー
ナ
ー
の
中
に
は
、
折
り
曲
げ
可
能

な
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
も
展
示
し
て
お
り
、

興
味
を
持
っ
た
参
加
者
か
ら
は
設
置
例
や

価
格
な
ど
の
質
問
が
出
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
、

各
ブ
ー
ス
で
も
、
案
内
役
の
方
に
活
発
な

質
問
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。

展
示
場
見
学
後
は
、
富
士
電
機
機
器
制

御
�
吹
上
工
場
平
山
利
文
総
務
部
長
よ
り
、

「
富
士
電
機
グ
ル
ー
プ
の
障
害
者
雇
用
の

取
り
組
み
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
グ
ル
ー

プ
の
障
害
者
雇
用
の
歴
史
と
特
例
子
会
社

の
設
立
に
よ
る
障
害
者
の
雇
用
実
態
、
業

務
内
容
、
教
育
な
ど
の
実
例
が
紹
介
さ
れ

た
。特

例
子
会
社
の
�
富
士
電
機
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
は
、
一
九
九
四
年
に
設
立
、
神
奈
川
、

東
京
、
三
重
、
埼
玉
、
大
阪
、
長
野
に
八

か
所
の
事
業
所
を
開
設
し
、
各
事
業
所
で

障
害
者
を
雇
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
グ
ル

ー
プ
全
体
で
法
定
雇
用
率
二
％
を
ク
リ
ア

し
て
い
る
。
因
み
に
吹
上
事
業
所
の
雇
用

率
は
、
二
〇
一
三
年
は
三
・
六
％
と
な
っ

て
い
る
。

障
害
者
雇
用
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「
自
立
」。

自
立
へ
の
力
を
育
て
、
障
害
者
が
健
常
者

の
ゾ
ー
ン
に
参
入
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
そ
し
て
「
安
定
的
に
法
定
雇
用
率

を
達
成
す
る
」
こ
と
が
目
標
。
ま
た
、
特

例
子
会
社
と
し
て
も
自
立
経
営
が
で
き
る

よ
う
、
�
既
存
事
業
の
拡
大
、
�
新
規
事

業
の
開
拓
、
�
親
事
業
所
と
の
連
携
強
化

な
ど
を
方
針
に
掲
げ
、
常
に
黒
字
化
を
目

指
し
て
い
る
。

障
害
者
雇
用
に
対
し
、
数
の
ク
リ
ア
だ

け
で
は
な
く
、
障
害
者
の
自
立
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
体
制
を
整
え
た
り
、
特
例
子
会
社

と
し
て
も
自
立
を
目
指
す
当
社
の
取
り
組

み
は
、
参
加
各
企
業
に
と
っ
て
も
参
考
と

な
る
事
例
発
表
だ
っ
た
。

テ
ク
ノ
ウ
ェ
ー
ブ
ふ
き
あ
げ
�

テ
ク
ノ
ウ
ェ
ー
ブ
ふ
き
あ
げ
�

橋
元
健
北
部
地
区
協
議
会
議
長
（
本
会

副
会
長
・
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
�
取
締
役
副

社
長
）

富
士
電
機
機
器
制
御
�
吹
上
工
場

相
馬
浩
志
生
産
部
長
（
右
）

平
山
利
文
総
務
部
長
（
左
）

質
問
に
答
え
る
増
田
文
治
社
長

― ３ ―



本
会
が
共
催
し
た
「
第
二
十
三
回
埼

玉
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア
」
が
埼
玉
県
教

育
委
員
会
と
埼
玉
県
産
業
教
育
振
興
会

の
主
催
に
よ
り
十
一
月
九
日
�
か
ら
十

日
�
の
二
日
間
の
日
程
で
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。「

育
も
う
彩
の
国

創
造
の
先
に
あ

る
未
来
」
と
題
し
て
専
門
高
校
等
の
生

徒
に
よ
る
学
習
成
果
発
表
と
「
高
校
生

に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ア
」、「
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
キ
ッ
ズ
・
イ
ベ
ン
ト
・
タ

ウ
ン
」
も
同
時
開
催
さ
れ
、
専
門
高
校

に
よ
る
体
験
型
学
び
の
祭
典
に
二
日
間

の
来
場
者
は
二
一
、
〇
〇
〇
人
に
の
ぼ

っ
た
。

開
会
式
で
は
当
会
会
長

西
村
和
義

を
は
じ
め
埼
玉
経
済
同
友
会
代
表
幹
事

相
川
博
氏
、（
公
財
）
産
業
振
興
公
社

理
事
長

秋
山
秀
次
郎
氏
、
埼
玉
県
産

業
教
育
振
興
会
長

大
野
松
茂
氏
、
教

育
関
係
で
は
県
教
育
長

関
根
郁
夫
氏
、

教
育
局
県
立
学
校
部
長

春
山
賢
男
氏
、

専
門
高
校
長
会
会
長

岩
崎
利
信
氏
が

参
加
さ
れ
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

開
会
式
後
は
、
�
マ
ザ
ー
ハ
ウ
ス

代
表
取
締
役

山
口
絵
理
子
氏
を
招
き
、

「
信
じ
る
道
を
生
き
る
」
と
題
し
た
基

調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

山
口
氏
は
県
立
大
宮
工
業
高
校
か
ら

慶
應
義
塾
大
学
を
経
て
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

シ
ュ
・
ダ
ッ
カ
大
学
大
学
院
に
進
学
さ

れ
、
当
時
の
ア
ジ
ア
最
貧
国
で
あ
っ
た

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
に
鞄
の
製
造
工
場

を
立
ち
上
げ
、
起
業
さ
れ
た
実
業
家
で

あ
る
。
２
０
１
３
年
に
は
内
閣
府
か
ら

「
世
界
で
活
躍
し
『
日
本
』
を
発
信
す

る
日
本
人
」
の
一
人
に
選
ば
れ
て
い
る
。

小
学
校
時
代
に
い
じ
め
に
遭
い
、
学
校

に
行
く
こ
と
が
苦
痛
で
あ
っ
た
氏
が
中

学
で
柔
道
と
出
会
い
、
高
校
時

代
に
男
子
部
し
か
な
い
柔
道
部

に
所
属
し
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
７
位
と
な
る
。

周
囲
か
ら
も
反
対
さ
れ
る
中
、

Ａ
Ｏ
入
試
で
慶
應
義
塾
大
学
に

入
学
し
た
が
、
優
秀
な
学
生
達

に
囲
ま
れ
て
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

の
固
ま
り
で
あ
っ
た
氏
は
大
学

図
書
館
に
寝
袋
で
泊
ま
り
込
み

勉
学
に
励
ん
だ
と
い
う
。
そ
の

後
、
米
州
開
発
銀
行
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
を
機
に
国
際
支
援
と
い

う
分
野
に
自
ら
の
生
き
る
道
を

見
い
だ
し
、
周
囲
の
反
対
を
よ

そ
に
当
時
の
ア
ジ
ア
最
貧
国
バ

ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
大
学
院
に

進
学
す
る
。
真
の
支
援
と
は
お

金
で
は
な
く
生
活
で
き
る
場
と

術
を
伝
え
る
こ
と
と
考
え
現
地

に
鞄
の
製
造
工
場
を
立
ち
上
げ

現
在
に
足
る
。
そ
れ
ま
で
の
氏

の
多
く
の
苦
難
の
経
験
を
通
し

て
「
諦
め
な
け
れ
ば
可
能
性
が

あ
る
。
可
能
性
が
あ
れ
ば
努
力

す
べ
き
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

参
加
し
た
高
校
生
達
は
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

ま
た
、
各
会
場
で
は
専
門
高
校
等
に

よ
る
作
品
展
示
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
コ

ン
テ
ス
ト
、
各
種
発
表
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
、
ミ
ニ
新
幹
線
・
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

試
乗
の
他
、「
実
践
的
職
業
教
育
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果
発
表
会
」
と
し
て

「
実
践
的
商
品
開
発
」
を
中
心
と
し
た

各
学
校
の
発
表
と
、
生
徒
開
発
商
品
の

販
売
、
高
校
生
に
よ
る
サ
イ
エ
ン
ス
フ

ェ
ア
で
は
高
校
生
に
よ
る
小
中
学
生
の

た
め
の
科
学
教
室
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
が

行
わ
れ
た
。

本
会
は
今
後
と
も
教
育
界
と
地
元
産

業
界
の
連
携
強
化
に
努
め
、
本
県
の
次

代
を
担
う
若
者
の
育
成
に
尽
力
し
ま
す
。

関
係
企
業
の
皆
様
の
一
層
の
御
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

本
会
共
催

第
二
十
三
回
埼
玉
県
産
業
教
育
フ
ェ
ア
開
催新

座
総
合
技
術
高
校

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

常
磐
高
校

妊
婦
体
験
・
血
圧
測
定

高
校
生
が
開
発
し
た
お
弁
当

販
売

ア
イ
デ
ィ
ア
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン

テ
ス
ト

商
業
・
農
業
高
校
生
が
作
っ

た
商
品
販
売

狭
山
工
業
高
校

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
体
験

開
会
式
の
様
子

山
口
絵
理
子
氏

― ４ ―



第
一
回
産
業
教
育
委
員
会

―
新
座
総
合
技
術
高
校
を
視
察

第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

障
害
者
ア
ー
ト
の
作
成
現
場『
工
房
集
』を
視
察

第
四
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

―
大
学
生
が
考
え
る
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
施
策
の

発
表
会
と
交
流
会
を
開
催

平
成
二
五
年
度
第
一
回
産
業
教
育
委

員
会
は
、
十
一
月
七
日
�
午
後
、
全
国

初
の
複
合
型
専
門
高
校
で
、「
電
子
機

械
科
」「
情
報
技
術
科
」「
デ
ザ
イ
ン
科
」

「
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
」「
服
飾
デ
ザ
イ

ン
科
」「
食
物
調
理
科
」
の
六
学
科
を

有
し
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
活
か
し
、

広
い
視
野
を
持
っ
た
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
し
て
い

る
県
立
新
座
総
合
技
術
高
校
の
視
察
会

を
開
催
し
、
七
名
が
参
加
し
た
。

ま
ず
、
食
物
調
理
科
の
生
徒
が
作
っ

た
お
弁
当
を
試
食
し
、
そ
の
後
、
学
校

側
か
ら
教
育
の
現
状
説
明
、
校
内
視
察
、

そ
し
て
学
校
長
等
と
の
意
見
交
換
を
行

っ
た
。

本
年
度
、「
埼
玉
か
わ
い
い
イ
ラ
ス

ト
グ
ッ
ズ
集
」
の
配
布
、
ト
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
会
場
で
の
障
害
者
ア
ー
ト
の
展
示

な
ど
、
障
害
者
ア
ー
ト
に
対
す
る
各
種

情
宣
活
動
、
支
援
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

今
般
、
さ
ら
に
障
害
者
ア
ー
ト
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
に
、
本
年
度
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員

会
と
し
て
、
十
一
月
十
一
日
午
後
、
多

数
の
障
害
者
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
在
籍
し

様
々
な
作
品
を
発
表
し
て
い
る
「
工
房

集
」
の
制
作
現
場
視
察
を
行
い
、
五
名

が
参
加
し
た
。

本
年
度
第
四
回
の
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス

推
進
委
員
会
は
十
一
月
二
五
日
午
後
六

時
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
埼
玉
大
学
、
城
西
大
学

の
県
内
二
大
学
の
学
生
が
今
後
推
進
す

べ
き
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
施
策
に
つ
い
て

の
研
究
成
果
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
六

五
名
が
参
加
し
た
。

ま
た
、
研

究
発
表
会
終

了
後
、
参
加

さ
れ
た
学
生

と
の
交
流
会

も
開
催
し
た
。

制作現場の状況を説明する工房集ス
タッフ（右側）

障害者アート作品の展示スペース

障
害
者
ア
ー
ト
制
作
の
現
場
（
上
・
中
・
下
と
も
）

研究成果を発表する
城西大学の学生

生
徒
が
作
っ
た
お
弁
当

食
物
調
理
科
の
授
業

視
察
風
景

研究成果を発表する
埼玉大学の学生

交流会

挨
拶
す
る
斉
之
平
伸
一
産

業
教
育
委
員
会
委
員
長

視
察
風
景

学
校
長（
左
か
ら
二
人
目
）

と
の
意
見
交
換
会

― ５ ―



第
二
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

埼
玉
大
学
・
弊
会
合
同
特
別
公
開
講
座
平
成
二
五
年
度
第
二
講

―「
日
本
企
業
の
国
際
競
争
力
回
復
の
た
め
に
」

と
題
し
て
菰
田
文
男
教
授
が
講
演

働
く
女
性
応
援
講
座
第
三
講
・
第
四
講
開
催

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、
雇
用
の

分
野
に
お
け
る
障
害
者
に
対
す
る
差
別

の
禁
止
及
び
障
害
者
が
職
場
で
働
く
に

当
た
っ
て
の
支
障
を
改
善
す
る
た
め
の

措
置
（
合
理
的
配
慮
の
提
供
義
務
）
を

定
め
る
と
と
も
に
、
障
害
者
の
雇
用
の

状
況
に
鑑
み
、
精
神
障
害
者
を
法
定
雇

用
率
の
算
定
基
礎
に
加
え
る
等
を
骨
子

と
す
る
改
正
障
害
者
雇
用
促
進
法
（
障

害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
改
正
）
が
平
成
三
〇
年
四
月
に

施
行
さ
れ
る
な
ど
、
企
業
と
し
て
一
段

と
障
害
者
雇
用
を
求
め
ら
れ
る
環
境
に

あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年
度

第
二
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会
は
、
十

二
月
三
日
�
十
三
時
三
〇
分
よ
り
、
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

講
演
と
事
例
発
表
（
概
要
は
以
下
の
通

り
）
が
行
わ
れ
、
一
二
五
名
の
方
々
が

参
加
し
た
。

◆
講
演

一
�「
障
害
者
雇
用
の
促
進
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
開
催
に
つ
い
て
」

講
師

厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
高

齢
・
障
害
者
雇
用
対
策
部
障
害
者
雇
用

対
策
課

調
査
官

松
永

久
氏

二
�「
埼
玉
県
内
企
業
へ
の
障
害
者
雇

用
支
援
に
つ
い
て
」

講
師

埼
玉
県
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

笹
川
俊
雄

氏◆
事
例
発
表
者

一
�
株
式
会
社
ハ
ロ
ー（
日
立
金
属
�
）

代
表
取
締
役

斉
藤
治
久
氏

二
�
株
式
会
社
ヤ
オ
コ
ー

人
事
部

人
事
担
当
部
長山

田
昌
宏
氏

人
事
部

人
事
担
当

山
内
桂
子
氏

埼
玉
大
学
・
弊
会
合
同
特
別
公
開
講

座
平
成
二
五
年
度
第
二
講
は
、
十
一
月

六
日
�
十
四
時
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
ク
シ

テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
日
本

企
業
の
国
際
競
争
力
回
復
の
た
め
に
」

と
題
し
て
菰
田
文
男
教
授
よ
り
講
演
が

行
わ
れ
、
二
五
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

働
く
女
性
応
援
講
座
第
三
講
は
一
〇

月
十
六
日
�
に
「
短
時
間
で
業
務
を
こ

な
す
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
第

四
講
が
十
一
月
二
〇
日
�
に
「
業
務
を

効
率
的
に
進
め
る
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、
仕
事
を
続
け
な
が
ら

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
す
女
性
、
四

〇
名
、
四
五
名
が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
た
。

事
例
発
表
を
す
る
斉
藤
治
久
氏

講
演
す
る
菰
田
文
男
氏

事
例
発
表
す
る
山
田
昌
宏
氏
（
右
）
と

山
内
桂
子
氏

講
演
す
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

早
川
優
子
氏
（
第
三
講
）

講
演
す
る
松
永

久
氏

障
害
者
雇
用
に
対
す
る
関
心
が
高
く

一
二
五
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た

講
演
す
る
笹
川
俊
雄
氏

作
業
風
景
（
第
三
講
）

交
流
会
（
第
三
講
）

講
義
風
景
（
第
四
講
）

― ６ ―



埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー
特
別
企
画

「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
」シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
社
員
の
自
己
実
現
と
企
業
の
成
長
を
目
指
し
て
〜

�
東
レ
経
営
研
究
所
特
別
顧
問

佐
々
木
常
夫
氏

の
基
調
講
演
と
県
内
企
業
の
取
り
組
み
事
例
発
表

今
年
度
よ
り
埼
玉
県
、
本
会
、
連
合

埼
玉
が
協
働
し
て
開
催
し
て
い
る
平
成

二
五
年
度
埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
労

使
共
通
課
題
特
別
企
画
、「
働
き
が
い

の
あ
る
職
場
づ
く
り
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

〜
社
員
の
自
己
実
現
と
企
業
の
成
長
を

目
指
し
て
〜
が
一
二
月
四
日
�
午
後
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、
本
会
会
員
企
業
、
連
合

埼
玉
の
傘
下
企
業
、
公
募
で
の
申
込
者
、

県
の
呼
び
か
け
に
よ
る
申
込
者
も
含
め
、

一
五
七
名
が
参
加
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ま
ず
、
本
会
根

岸
茂
文
専
務
理
事
が
主
催
者
を
代
表
し

て
挨
拶
、
引
き
続
き
、
佐
々
木
常
夫
氏

が
「
社
員
の
自
己
実
現
と
企
業
の
成
長

を
つ
な
ぐ
『
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
づ

く
り
』」
と
題
し
て
基
調
講
演
が
行
わ

れ
た
。

佐
々
木
氏
は
、
東
京
大
学
経
済
学
部

卒
業
後
東
レ
�
に
入
社
、
自
閉
症
の
長

男
と
う
つ
病
の
妻
を
持
ち
、
肝
臓
病
を

も
患
う
妻
は
二
〇
年
の
間
に
四
三
回
も

入
院
。
東
レ
勤
務
時
代
に
子
育
て
・
家

事
・
介
護
に
追
わ
れ
る
状
況
下
で
、
破

綻
会
社
の
再
建
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
改

革
に
取
り
組
み
、
二
〇
〇
一
年
に
取
締

役
に
就
任
、
二
〇
〇
三
年
に
は
�
東
レ

経
営
研
究
所
社
長
に
就
任
し
、
現
在
、

同
社
の
特
別
顧
問
を
務
め
て
い
る
。

基
調
講
演
で
は
、
子
育
て
・
家
事
・

介
護
で
苦
労
し
た
中
で
家
庭
と
仕
事
を

両
立
さ
せ
た
ご
自
身
の
過
去
と
現
在
の

状
況
を
披
露
し
、
両
立
さ
せ
る
た
め
に

実
行
し
た
仕
事
の
進
め
方
や
よ
り
良
い

タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現
方
法
、

人
間
力
の
磨
き
方
な
ど
を
具
体
的
に
説

明
。
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
を
つ
く
る

た
め
に
は
、
�
社
員
同
士
の
気
持
ち
・

心
の
つ
な
が
り
、
�
効
率
的
な
業
務
を

推
進
す
る
た
め
に
、
個
人
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
等
の
方
策
を
実
施
さ
せ
る
仕
組
み

づ
く
り
、
�
方
策
を
実
施
す
る
た
め
に

は
、
会
社
と
し
て
収
益
を
上
げ
る
努
力

が
必
要
と
強
調
し
、
最
後
に
私
に
対
し

て
「
何
の
た
め
に
働
く
の
か
？
」
と
い

う
問
い
に
は
、「
苦
難
に
立
ち
向
か
い
、

自
分
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
」
と
答

え
た
い
と
し
て
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

そ
の
後
、「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場

づ
く
り
」
と
題
し
て
、
ケ
イ
ア
イ
ス
タ

ー
不
動
産
�
総
務
部
次
長
の
�
梨
一
治

氏
と
、
協
和
界
面
科
学
�
総
務
部
総
務

課
の
神
保
浩
子
氏
か
ら
自
社
の
働
き
が

い
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
事
例

紹
介
を
行
っ
た
。

ケ
イ
ア
イ
ス
タ
ー
不
動
産
は
、
Ｅ
Ｓ

（
従
業
員
満
足
）
の
向
上
の
た
め
、
従

業
員
の
「
働
き
が
い
」
と
「
働
き
易
さ
」

に
つ
い
て
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
分
析
、
経

営
理
念
の
徹
底
、
社
員
研
修
の
充
実
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
、

様
々
な
表
彰
制
度
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、

従
業
員
の
帰
属
意
識
が
向
上
し
、
四
〇

％
を
超
え
た
離
職
率
が
一
〇
％
程
度
に

ま
で
減
少
し
た
。
ま
た
、
当
社
は
、
Ｇ

Ｐ
Ｔ
Ｗ
「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」
の

調
査
、
二
〇
一
三
年
の
従
業
員
二
五
〇

名
以
上
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
ベ
ス
ト
三

五
に
入
賞
し
た
。

次
に
発
表
し
た
協
和
界
面
科
学
は
、

「
仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
へ
の
取
組

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
安
心
し
て
育
児

休
業
の
取
得
で
き
る
体
制
づ
く
り
、
残

業
時
間
の
削
減
策
、
社
員
の
業
界
知
識

の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
制
度
、
個
人
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
支
援
策
、
育
児
・
介
護
休
暇

制
度
の
充
実
策
な
ど
を
紹
介
し
た
。
特

に
、
男
性
社
員
の
育
児
休
業
取
得
状
況

と
会
社
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
、
復
職

後
の
活
躍
な
ど
も
紹
介
さ
れ
、「
誰
も

が
働
き
や
す
い
職
場
風
土
づ
く
り
に
は

ト
ッ
プ
の
ポ
リ
シ
ー
と
仕
組
み
を
継
続

す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
現
場
の
声
を
聴

く
こ
と
が
大
切
」
と
ま
と
め
た
。

事
例
発
表
後
は
、
佐
々
木
講
師
、
本

会
根
岸
専
務
理
事
、
連
合
埼
玉
佐
藤
事

務
局
長
も
登
壇
し
、
基
調
講
演
や
事
例

発
表
に
対
す
る
感
想
や
、「
働
き
が
い
」

に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
意
見

を
述
べ
た
。

最
後
に
、
佐
藤
道
明
連
合
埼
玉
事
務

局
長
の
挨
拶
に
よ
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は

閉
会
し
た
。

出
演
者
に
よ
る
感
想
・
意
見
交
換

会
場
の
様
子

�
東
レ
経
営
研
究
所
特
別
顧
問

佐
々
木
常
夫
氏

ケ
イ
ア
イ
ス
タ
ー
不
動
産
�

�
梨
一
治
氏

協
和
界
面
科
学
�

神
保
浩
子
氏

― ７ ―



������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

こ
の
人
と
面
談
し
、
と
て
も
気
さ
く
で
温
厚
な
印

象
を
受
け
た
。
第
一
印
象
で
は
、
一
代
で
�
ウ
イ
ズ

ネ
ッ
ト
を
立
ち
上
げ
、
従
業
員
数
約
三
、
八
〇
〇
名

の
企
業
に
ま
で
成
長
さ
せ
た
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
と
行
動

力
を
兼
ね
備
え
た
人
に
は
見
え
か
ね
る
。
し
か
し
、

会
話
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
こ
の
人
の
秘
め
た
る

パ
ワ
ー
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

�
橋
行
憲
（
た
か
は
し
ゆ
き
の
り
）
社
長
は
、
群

馬
県
桐
生
生
ま
れ
で
現
在
五
九
歳
。
実
家
は
寺
院
で
、

僧
侶
の
資
格
を
取
る
た
め
、
大
正
大
学
に
入
学
し
た
。

大
学
時
代
は
住
み
込
み
で
牛
乳
配
達
の
ア
ル
バ
イ

ト
や
知
人
の
ラ
イ
タ
ー
製
造
下
請
工
場
で
の
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
を
経
験
し
、
大
学
卒
業
と
同
時
に
ラ
イ
タ

ー
製
造
組
立
の
下
請
け
会
社
を
起
業
し
た
。
資
本
金

は
、
住
み
込
み
ア
ル
バ
イ
ト
生
活
時
代
に
貯
金
し
た

二
〇
〇
万
円
を
元
手
に
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
一

〇
〇
円
ラ
イ
タ
ー
の
台
頭
に
よ
り
、
従
来
の
電
子
ラ

イ
タ
ー
は
下
火
と
な
り
、
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

五
〇
〇
万
円
の
借
金
も
背
負
い
、
定
期
的
に
返
済
す

る
た
め
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
へ
の
道
を
選
択
し
、
当
時
の

大
東
京
火
災
海
上
保
険
に
入
社
。

苦
し
い
経
験
も
し
た
が
、
生
来
の
プ
ラ
ス
思
考
に

よ
り
、「
企
業

経
営
は
大
変

だ
が
、
面
白

く
、
将
来
ま

た
起
業
し
、

も
う
一
度
経

営
者
に
な
り

た
い
」
と
夢

に
描
い
た
。

こ
の
頃
に
は

実
家
の
後
を
継
ぐ
気
持
ち
は
無
く
な
り
、
現
在
は
弟

が
実
家
の
寺
を
継
ぎ
僧
侶
と
な
っ
て
い
る
。

保
険
会
社
や
代
理
店
で
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
一
六

年
務
め
、
営
業
活
動
の
中
で
様
々
な
人
脈
を
形
成
し

た
。
社
長
の
行
動
力
や
正
直
さ
に
よ
り
お
客
様
か
ら

の
信
用
・
信
頼
を
得
て
、
当
時
知
り
合
っ
た
方
と
は

今
で
も
交
流
が
続
い
て
い
る
。

一
九
九
八
年
、
四
三
歳
の
時
に
脱
サ
ラ
を
決
意
。

こ
れ
か
ら
の
世
の
中
、
何
が
ト
レ
ン
ド
の
産
業
に
な

る
か
を
情
報
収
集
・
研
究
し
、
中
で
も
Ｉ
Ｔ
、
福
祉

関
係
、
環
境
関
連
な
ど
が
伸
び
る
と
確
信
。
保
険
会

社
時
代
に
介
護
の
勉
強
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

ま
た
、
埼
玉
県
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
要
件
と
も
合
致
し
た
こ
と
か
ら
、
介
護
・
福
祉

系
の
会
社
を
起
業
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。

二
度
目
の
起
業
で
の
資
本
金
は
保
険
会
社
時
代
の

人
脈
で
、
社
長
を
信
用
し
た
方
か
ら
の
出
資
で
ま
か

な
っ
た
。「
つ
く
づ
く
人
と
の
繋
が
り
と
出
会
い
の

大
切
さ
を
実
感
し
た
」。

�
橋
社
長
は
言
う
、「
自
分
は
楽
天
家
だ
と
思
う
。

金
の
大
事
さ
は
良
く
理
解
し
て
い
る
が
、
金
の
無
い

こ
と
は
さ
ほ
ど
苦
に
な
ら
な
い
。
自
分
の
好
き
な
こ

と
を
や
れ
る
こ
と
に
生
き
が
い
を
感
じ
る
」
と
。「
こ

れ
だ
け
急
成
長
し
た
会
社
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
今
で

も
、
十
五
年
前
に
三
人
で
起
業
し
た
当
時
と
気
持
は

変
わ
ら
な
い
」
と
語
る
。

ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
で
は
、
二
五
年
三
月
末

現
在
で
、
入
居
型
在
宅
施
設
一
一
〇
棟
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
も
約
一
〇
〇
か
所
を
数
え
る
。
さ
ら
に

保
育
事
業
や
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
訪
問
理
容
室
、
シ

ニ
ア
セ
ラ
ピ
ー
、
健
康
増
進
施
設
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
事
業
、

配
食
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
旅
行
、
少
額
短
期
保
険
会
社

な
ど
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
介
護
サ

ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

現
在
で
は
グ
ル
ー
プ
で
の
売
上
高
一
六
〇
億
円
、

全
国
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
中
で
も
上
位
に
ラ

ン
ク
し
て
い
る
。

社
長
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
鉄
則
は
、
ま
ず
「
何

で
も
一
番
で
や
る
こ
と
」。
介
護
・
福
祉
分
野
は
サ

ー
ビ
ス
の
幅
（
裾
野
）
が
広
く
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ

て
く
る
。
次
に
「
自
分
に
蜜
を
作
れ
」。
新
し
い
サ

ー
ビ
ス
や
連
携
の
仕
組
み
な
ど
を
考
え
発
信
す
る
と
、

周
り
か
ら
自
然
に
寄
っ
て
（
探
っ
て
）
く
る
と
い
う
。

社
長
は
、「
失
敗
を
考
え
た
こ
と
は
な
い
。
こ
れ

ま
で
二
期
連
続
の
赤
字
を
出
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

そ
の
時
も
知
人
が
出
資
し
て
く
れ
た
。
良
い
人
と
の

出
会
い
な
ど
、
自
分
は
つ
く
づ
く
運
が
良
い
と
思

う
」
と
微
笑
ん
だ
。
二
六
年
度
は
売
上
高
一
七
〇
億

円
を
目
指
し
て
い
る
。

社
長
の
夢
は
ま
だ
ま
だ
続
き
、「
次
の
五
年
間
で

後
継
者
を
育
て
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
ベ
ー
ス

に
新
た
な
事
業
展
開
も
目
論
み
、
五
〇
〇
億
円
規
模

の
会
社
を
つ
く
り
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。
そ
の

裏
付
け
と
し
て
、「
埼
玉
県
は
異
常
な
早
さ
で
高
齢

化
が
進
む
の
に
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
他
県
に
比
べ
遅

れ
て
い
る
。
高
齢
者
の
不
安
と
危
険
を
解
消
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
は
ま
だ
ま
だ
拡
大
の
余
地
が
あ
る
。
ニ
ー
ズ

の
波
に
乗
る
こ
と
が
で
き
る
か
は
自
分
の
行
動
に
か

か
っ
て
い
る
」
と
夢
を
膨
ら
ま
せ
た
。

さ
ら
に
、「
埼
玉
県
の
地
域
活
性
化
策
と
し
て
、

例
え
ば
薬
と
医
療
関
係
と
の
連
携
な
ど
、
様
々
な
機

関
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
も
う
一
つ
の

柱
を
考
え
た
い
。
そ
し
て
、
介
護
従
事
者
の
賃
金
の

低
さ
を
払
し
ょ
く
し
、
職
員
の
処
遇
を
上
げ
る
た
め

の
事
業
展
開
が
目
標
」
と
言
い
、「
高
齢
者
事
業
に

関
わ
っ
て
い
る
だ
け
に
、
今
後
は
自
社
で
も
生
涯
現

役
、
七
〇
歳
定
年
の
モ
デ
ル
づ
く
り
を
し
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

家
族
は
同
社
で
看
護
師
を
務
め
る
妻
と
副
社
長
の

長
男
、
医
者
に
嫁
い
だ
長
女
の
四
人
。
健
康
の
た
め

ゴ
ル
フ
は
続
け
て
い
る
が
、
仕
事
が
一
番
楽
し
い
と

い
う
。
常
に
新
し
い
こ
と
を
考
え
、
新
し
い
人
に
会

え
る
の
が
楽
し
み
で
あ
り
、
生
き
が
い
で
も
あ
る
社

長
。
心
底
か
ら
「
人
」
が
好
き
な
ん
だ
な
あ
と
実
感

し
た
。

〔
ご
略
歴
〕

昭
和
二
九
年
一
一
月
二
〇
日
生
ま
れ

群
馬
県
桐
生
市
出
身

昭
和
五
二
年
三
月

大
正
大
学
文
学
部

哲
学
科

卒
業

昭
和
五
二
年
四
月

滝
野
川
製
作
所
設
立
、
代
表
に

就
任

昭
和
五
八
年
五
月

大
東
京
火
災
海
上
保
険
�

入

社

昭
和
六
〇
年
三
月

東
京
セ
ン
ト
ラ
ル
�
保
険
代
理

店

入
社

平
成
二
年
一
月

大
東
京
火
災
海
上
保
険
�
（
現

あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損
害

保
険
�
）
再
入
社

平
成
十
年
一
月

�
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
設
立

代
表

取
締
役
に
就
任

平
成
二
一
年
九
月

一
般
社
団
法
人
首
都
圏
医
療
福

祉
年
金
機
構

代
表
理
事
に
就

任

平
成
二
一
年
十
月

社
会
福
祉
法
人
馬
島
福
祉
会
理

事
長
に
就
任

平
成
二
一
年
一
一
月

社
会
福
祉
法
人
武
尊
会
（
現

ウ
エ
ル
ガ
ー
デ
ン
）
理
事
・
評

議
員
に
就
任

平
成
二
二
年
四
月

大
連
維
斯
福
祉
商
務
諮

有
限

公
司

菫
事
長

平
成
二
四
年
八
月

ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト
少
額
短
期
保
険

�

代
表
取
締
役
に
就
任

株
式
会
社
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役
社
長

�
橋
行
憲
氏

株
式
会
社
ウ
イ
ズ
ネ
ッ
ト

�
橋
行
憲
氏

― ８ ―
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埼
玉
・
東
京
・
神
奈
川
に
２
１
５
事
業

所
を
展
開

弊
社
は
、
平
成
１０
年
に
設
立
、
在
宅

で
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
々
に
ヘ
ル
パ

ー
さ
ん
を
派
遣
す
る
訪
問
介
護
（
ウ
イ

ズ
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）

か
ら
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

平
成
１２
年
に
は
、
認
知
症
の
症
状
を

お
持
ち
の
方
を
ケ
ア
さ
せ
て
い
た
だ
く

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
み
ん
な
の
家
・
蓮

田
東
」
を
第
一
号
と
し
て
開
設
し
、
現

在
、
埼
玉
県
・
東
京
都
・
神
奈
川
県
で

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
介
護
付
有
料
老
人

ホ
ー
ム
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
小
規
模
多
機
能
型
生

活
介
護
、
訪
問
看
護
な
ど
、
２
１
５
事

業
所（
平
成
２５
年
１２
月
１
日
現
在
）を
運

営
し
、
多
く
の
ご
利
用
者
様
の
ケ
ア
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

平
成
２２
年
に
、
中
国
大
連
で
現
地
法
人

を
設
立
し
、
日
本
式
介
護
の
運
営
や
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
２５
年
３
月
に
は
、
病
院
で
は
な

く
、
ご
自
宅
で
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
を
迎
え

た
い
方
の
た
め
に
、
重
度
の
医
療
行
為

が
必
要
な
方
も
ご
入
居
い
た
だ
け
る
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
「
み

ん
な
の
家
・
志
木
」
を
開
設
（
あ
や
ク

リ
ニ
ッ
ク
併
設
）。
２４
時
間
看
護
師
か

介
護
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
対
応
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ

う
、
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
い
た

し
ま
す
。

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

に
よ
れ
ば
、
２
０
３
０
年
に
は
、
７５
歳

以
上
の
高
齢
者
が
３
人
に
１
人
の
割
合

と
な
り
、
弊
社
が
事
業
を
展
開
す
る
埼

玉
・
東
京
・
神
奈
川
で
は
、
高
齢
者
が

も
っ
と
も
急
増
す
る
地
域
と
な
り
ま
す
。

ご
両
親
、
あ
る
い
は
ど
ち
ら
か
が
、

あ
る
日
突
然
介
護
が
必
要
と
な
り
、「
何

処
に
何
を
相
談
し
た
ら
い
い
か
の
わ
か

ら
な
い
」「
介
護
の
た
め
に
仕
事
を
辞

め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
声

を
多
く
聞
き
ま
す
。
前
述
し
た
ス
ピ
ー

ド
で
超
高
齢
社
会
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

ご
家
族
が
抱
え
る
介
護
の
問
題
は
ま
す

ま
す
大
き
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
弊
社
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー

ズ
に
お
応
え
す
る
た
め
に
、
各
企
業
の

皆
様
に
対
し
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン

（
企
業
様
は
費
用
が
か
か
ら
な
い
福
利

厚
生
制
度
）
導
入
の
ご
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

弊
社
が
ご
提
案
す
る
プ
ラ
ン
の

大
き
な
特
徴
は
、
介
護
に
特
化

し
た
プ
ラ
ン
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
た
と
え
ば
、「
介
護

無
料
相
談
」
で
す
。
介
護
保
険

の
申
請
方
法
、
介
護
保
険
で
利

用
が
で
き
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

ご
相
談
か
ら
介
護
施
設
の
選
び

方
ま
で
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
居
待
ち
の
方
に
対
し
て
、

優
先
的
に
入
居
施
設
を
ご
案
内
、

病
院
か
ら
の
突
然
の
退
院
予
告

を
さ
れ
た
方
へ
の
優
先
入
居
の

手
配
、
福
祉
用
具
の
割
引
販
売

な
ど
、
各
企
業
の
従
業
員
の
皆

様
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
プ

ラ
ン
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す

の
で
是
非
ご
検
討
下
さ
い
。

※
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
へ
の
お
問
い

合
わ
せ
／
０
１
２
０
―

２
９
４
―

３
３
０

会員企業紹介

介介
護護
のの
ここ
とと
なな
らら
ウウ
イイ
ズズ
ネネ
ッッ
トト

「「
必必
要要
なな
人人
にに
、、必必
要要
なな
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
提提
供供
をを
」」
株式会社
ウイズネットウイズネット主な介護事業

グループホーム・みんなの家
介護付有料老人ホーム・すこや家／みんなの家
安心ハウス・すこや家
すこや家／みんなの家／ういず
ウイズネットホームヘルプサービス
デイサービスセンター・遊
ショートステイ・みんなの家
ウイズネット訪問看護ステーション
みんなの家
あさがお

ういず安心リフォーム

認知症対応型共同生活介護
特定施設入居者生活介護
住宅型有料老人ホーム
サービス付高齢者向け住宅
訪問介護
通所介護
短期入所生活介護
訪問看護
小規模多機能型居宅介護
居宅介護支援
介護タクシー事業
住宅改修
福祉用具レンタル・販売

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

み
ん
な
の
家
・
志
木

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

み
ん
な
の
家
・
大
宮
三
橋
６
丁
目

― ９ ―
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�調査対象 ……………………………６００社
有効回答数 ………………………１８０社
回収率………………………………３０％

�業種内訳 �内製造業………………８６社
�内非製造業……………９４社

�資本金別
�５０００万円以下………………………７９社
�５０００万円超～１億円以下…………４６社
�１億円超～３億円以下……………１３社
�３億円超……………………………４２社

�－１．経営動向（売上高）

�１３年７－９月期の売上高DI は、前期比で製造業、非製造
業ともに大幅に改善し、増収となる企業が多い。
�１０－１２月期の見通しは７－９月比で製造業、非製造業とも
さらに増収を見込んでおり、特に非製造業は前回調査の見
通しよりも１１ポイント改善すると見ている。
�１４年１－３月期は、製造業は前期比で２１ポイント悪化、非
製造業も２０ポイント悪化する見通しとなっている。

見 通 し

１４／１－３

＋８

±０

＋１５

１３／１０－１２

（＋２５）
＋２８
（＋２５）
＋２１
（＋２４）
＋３５

実 績

１３／７－９

（＋２４）
＋２６
（＋２８）
＋２９
（＋２１）
＋２３

１３／４－６

＋３

＋２

＋４

１．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

企業経営動向調査（１３年１０月実施）調査結果
調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�国内景気の最近のDI は、前回調査か
ら製造業はほぼ横ばい、非製造業は８
ポイントの改善、全社では３ポイント
改善となっている。
�先行きのDI でも、製造業、非製造業
とも前回調査からさらに改善するとの
見通しで、国内景気は好調に推移する
との見方となっている。

１３年１０月調査

＋３２

＋２８

＋３６

＋３６

＋３４

＋３７

１３年７月調査

＋２９

＋２９

＋２８

＋３０

＋３０

＋３０

１．国内景気DI（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．景況判断

�業界景気の最近のDI は、製造業は前
回調査からほぼ横ばいながら、非製造
業は１２ポイントの改善、全社では６ポ
イントの改善となっている。
�先行きのDI は、依然プラスながら、
前回調査比で製造業は７ポイント悪化、
非製造業は９ポイント改善を見通して
いる。全社では２ポイント改善を見通
しているものの改善幅はわずかと見通
している。

１３年１０月調査

＋９

＋２

＋１５

＋７

＋１

＋１２

１３年７月調査

＋３

＋３

＋３

＋５

＋８

＋３

２．業界の景気DI（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�自社の業況の最近のDI は、製造業が
５ポイント悪化、非製造業は１５ポイン
ト改善、全社では５ポイントの改善と
なっている。
�先行きのDI では、製造業は１０ポイン
ト悪化、逆に非製造業は１０ポイント改
善で、全社ではほぼ横ばいを見通して
いる。製造業については、プラス水準
ながら悪化傾向が続いており、厳しい
見方が増加している。

１３年１０調査

＋１１

＋４

＋１８

＋９

＋２

＋１５

１３年７月調査

＋６

＋９

＋３

＋８

＋１２

＋５

３．自社の業況DI（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

（注）１３／７－９月期、１３／１０－１２月期の上段の（ ）内の数値は１３年７月調査時の見通し

�１３年７－９月期の経常利益DI は、前期比で製造業は２０ポ
イント改善、非製造業も１４ポイント改善し、増益に転じて
いる。
�１０－１２月期の見通しでは、されに改善傾向が強まり大幅な
増益となると見通している。
�１４年１－３期については、製造業が３０ポイントと大幅な悪
化により減益に転じ、非製造業も１５ポイント悪化する見通
しとなっている。

見 通 し

１４／１－３

＋４

－７

＋１４

１３／１０－１２

（＋２０）
＋２６
（＋２３）
＋２３
（＋１７）
＋２９

実 績

１３／７－９

（＋１８）
＋９
（＋２１）
＋８
（＋１５）
＋１０

１３／４－６

－８

－１２

－４

２．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

―１０―



�．その他
�最近の在庫水準DI は、製造業、
非製造業とも依然過大となってい
るが、前回調査よりは製造業で６
ポイント、非製造業で２ポイント
改善している。
�先行きのDI は、前回調査の先行
き対比でも今回調査の最近との比
較でも過大傾向は弱まり、非製造
業は－２と在庫過大感は解消する
と見通している。

�最近の設備DI については、依然
過剰とみているが、前回調査から
大きな変化は無く、全社では横ば
いと見ている。
�先行きでは、前回調査の先行きと
同様に過剰感が改善し、不足に転
じ、特に非製造業では前回調査の
先行きより５ポイント不足傾向が
強まっている。

�最近の雇用人員DI は、製造業は
過剰感は続くが前回調査から９ポ
イント改善、非製造業は依然不足
感が強く、全社では不足に転じて
いる。
�先行きのDI は、製造業は＋９と
現状程度の過剰感で推移するもの
の、非製造業では－２２と不足感が
増すと見通している。

�最近の資金繰りDI は、前回調査
比で製造業は５ポイント悪化、一
方、非製造業は１２ポイント改善し、
資金繰りを楽とする企業の方が多
い。
�先行きのDI では、製造業はさら
に悪化し－５、非製造業は＋９で
楽と見る企業がまだ多いが、今回
調査の最近からは製造業、非製造
業とも厳しくなると見通している。

�最近の販売価格DI については、
製造業は前回調査から７ポイント
改善するも依然下落傾向が強く、
非製造業は１５ポイント改善し、上
昇に転じている。
�先行きのDI では、製造業は前回
調査の先行きからは横ばいだが－
２２、非製造業は１８ポイント改善の
＋１５となっており、今回調査の最
近よりもさらに改善する見通しと
なっている。

�最近の仕入れ価格DI は製造業＋
４２、非製造業＋３３と多くの企業で
仕入価格が上昇しているものと窺
われる。
�先行きのDI でも依然として仕入
価格は高水準で上昇傾向が続き、
企業にとっては厳しい見通しとな
っている。

１３年１０月調査

＋８

＋１４

＋２

＋３

＋８

－２

１３年１０月調査

＋６

＋９

＋３

－５

－１

－８

１３年１０月調査

－４

＋７

－１４

－７

＋９

－２２

１３年１０月調査

＋７

＋１

＋１３

＋２

－５

＋９

１３年１０月調査

－３

－１６

＋１０

－３

－２２

＋１５

１３年１０月調査

＋３７

＋４２

＋３３

＋３９

＋４２

＋３６

１３年７月調査

＋１３

＋２０

＋４

＋６

＋９

＋１

１３年７月調査

＋６

＋７

＋５

－３

－３

－３

１３年７月調査

＋１

＋１６

－１６

－５

＋６

－１８

１３年７月調査

＋４

＋６

＋１

＋３

＋１

＋５

１３年７月調査

－１５

－２３

－５

－１３

－２２

－３

１３年７月調査

＋３４

＋３９

＋２９

＋３６

＋４７

＋２３

１．製品の在庫水準DI（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

２．生産・営業用設備DI（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

３．雇用人員DI（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

４．資金繰りDI（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

５．販売価格DI（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

６．仕入価格DI（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き

最 近

先 行 き

―１１―



企業経営動向調査 景況判断の推移

２０１０年４月～２０１３年１０月および先行き ※値表示は全社のDI

―１２―
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平
成
二
十
五
年
度
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
推
進
事
業
の
成
果
報
告
会
が
十
一
月
二
十
九

日
�
午
後
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
〇
六
研

修
室
で
開
催
さ
れ
、
受
入
先
、
大
学
関
係
者
、

実
習
し
た
学
生
ら
六
十
名
が
出
席
し
た
。

会
で
は
は
じ
め
に
、
勝
村
直
久
埼
玉
県
産
業

労
働
部
就
業
支
援
課
課
長
が
、「
受
入
れ
先
企

業
の
協
力
に
よ
り
、
今
年
は
前
年
実
績
を
六
パ

ー
セ
ン
ト
上
回
る
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

実
習
を
受
け
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

在
学
中
の
就
業
体
験
に
よ
っ
て
大
学
生
の
視
野

が
広
が
り
、
県
内
企
業
の
魅
力
も
ア
ピ
ー
ル
で

き
る
こ
と
か
ら
、
埼
玉
県
と
し
て
も
大
学
生
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
は
引
き
続
き
注
力
し
て
い

く
」
と
開
会
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、「
平
成
二
十
五
年
度
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
実
施
概
況
」
と
題
し
て
、
宮
田
信
久
本

会
事
務
局
次
長
兼
調
査
部
長
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
事
務
局
統
括
）
か
ら
今
年
度
夏
季
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
状
況
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
報
告
が
あ
っ
た
。

◇
一
一
月
末
現
在
実
施
学
生：

二
三
六
名
、
実

習
受
入
先
数：

七
四
先
一
四
〇
部
門
、
大
学

の
登
録
数：

一
〇
二
校

今
年
の
傾
向
と
し
て
、
一
、
二
年
生
の
応
募

が
増
え
て
い
る
こ
と
、
応
募
や
実
習
に
際
し
、

積
極
的
な
学
生
と
そ
う
で
な
い
学
生
と
の
二
極

化
が
進
ん
で
い
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
受
入
先
の
報
告
、
大
学
の
報
告
、

実
施
学
生
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

◆
成
果
報
告
の
部
・
発
言
要
旨
◆

□
受
入
先
の
部
□

�
�
ア
ズ
企
画
設
計

管
理
部

齋
藤

愛
氏

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
始
め
て
か
ら
一
〇

年
に
な
る
が
、
今
年
は
三
名
を
受
入
れ
た
。
五

日
間
の
実
習
の
中
で
は
、
当
社
の
Ｐ
Ｒ
誌
で
あ

る
『
埼
玉
通
信
』
を
持
参
し
て
の
飛
び
込
み
営

業
が
新
鮮
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
不
動
産
業
と
聞

く
と
、
書
類
整
理
・
顧
客
管
理
・
接
客
な
ど
が

主
な
仕
事
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
清
掃
な

ど
の
雑
用
も
す
る
こ
と
に
よ
り
社
員
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
と
れ
、
実
業
務
の
理
解
に

つ
な
が
っ
た
よ
う
だ
。
来
年
か
ら
は
プ
レ
ゼ
ン

の
機
会
な
ど
も
設
け
、
お
と
な
し
い
学
生
の
素

の
部
分
を
も
っ
と
引
き
出
し
て
い
き
た
い
」

�
�
サ
イ
サ
ン

人
事
総
務
部
人
事
課

井
下
田

旭
氏

「
社
会
貢
献
の
一
環
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

受
入
れ
を
昨
年
の
二
名
か
ら
今
年
は
一
〇
名
に

大
幅
に
増
や
し
た
。
は
じ
め
に
全
員
に
簡
易
社

員
証
を
配
り
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
高
め

る
こ
と
を
狙
っ
た
。
実
習
は
営
業
同
行
が
メ
イ

ン
の
六
日
間
で
、
座
学
は
個
人
発
表
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
重
視
し
た
。
受
入
れ
担
当
は
人
事

部
が
行
う
が
、
全
社
的
な
活
動
と
す
る
た
め
、

学
生
か
ら
の
質
問
事
項
は
社
員
に
す
べ
て
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
し
た
こ
と
か
ら
、
社
員
の
意
識
を

活
性
化
す
る
効
果
も
あ
っ
た
」

□
大
学
の
部
□

�
日
本
工
業
大
学

共
通
教
育
系
主
任
教
授

広
報
室
長

菊
地

信
一
氏

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
四
年
前
に
は
じ
め

た
ば
か
り
な
の
で
、
ま
だ
発
展
途
上
で
は
あ
る

が
、
大
学
三
年
次
に
八
十
名
ほ
ど
が
実
習
を
受

け
、
単
位
を
取
得
し
て
い
る
。
経
営
者
協
会
ル

ー
ト
で
は
十
六
名
の
学
生
が
実
施
し
、
前
年
比

で
は
三
倍
以
上
に
な
っ
た
。
現
場
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
こ
と
が
当
学
の
使

命
で
あ
る
の
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
国
内

だ
け
で
な
く
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
も
広
げ
て
い

る
」

�
立
教
大
学

キ
ャ
リ
ア
支
援
課

課
長
補
佐

吉
村

母
都
美
氏

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
『
立
教
時
間
』
と

い
う
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
基
づ
き
進
め
て
お
り
、

今
年
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
は
全
学
で
二
一
〇
〇
名

が
参
加
し
た
。
正
課
外
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
が
奨
励
し
て
い
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
、

立
教
型
、
公
募
Ａ
型
、
公
募
Ｂ
型
と
分
け
て
い

る
。
埼
玉
県
経
営
者
協
会
は
公
募
Ａ
型
に
入
り

学
校
推
薦
が
必
要
で
今
年
は
公
務
や
金
融
機
関

な
ど
で
五
名
が
お
世
話
に
な
っ
た
。
実
習
後
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
大
切
で
、
専
門
性
を
高
め
な
が

ら
、就
職
活
動
へ
の
意
識
づ
け
を
図
っ
て
い
る
」

◆
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
◆

テ
ー
マ
「
学
生
視
点
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

実
習
の
成
果
と
課
題
」

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】

（

）内
は
実
習
先

�
跡
見
学
園
女
子
大
学

文
学
部

人
文
学
科

三
年

田
島
愛
莉
氏

（
鴻
巣
市
役
所
）

�
埼
玉
大
学
大
学
院

理
工
学
研
究
科

一
年

大
友
貴
史
氏

（
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
）

�
成
城
大
学

法
律
学
部
法
律
学
科

三
年

戸
村
駿
太
氏

（
埼
玉
縣
信
用
金
庫
）

�
日
本
工
業
大
学

工
学
部
電
気
電
子
工
学
科

三
年

池
田
な
な
子
氏

（
サ
ン
ケ
ン
電
気
�
）

【
司
会
・
進
行
】

埼
玉
県
経
営
者
協
会

宮
田
信
久

●
見
え
て
き
た
課
題
・
成
果
（
抜
粋
）

・
連
携
業
務
で
は
正
確
性
に
加
え
て
、
ス
ピ
ー

ド
も
必
要
だ
と
分
か
っ
た
。

・
報
告
会
で
は
、
相
手
に
分
か
り
や
す
く
プ
レ

ゼ
ン
す
る
大
切
さ
を
知
っ
た
。

・
積
極
的
に
質
問
す
る
こ
と
で
、
実
習
の
価
値

が
高
ま
っ
た
。

●
受
入
先
、
大
学
に
対
す
る
要
望

・
貴
重
な
体
験
が
で
き
る
の
で
一
、
二
年
次
か

ら
も
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
大
学
の
環
境
を

整
え
て
欲
し
い
。

・
埼
玉
県
の
選
考
で
は
志
望
先
の
マ
ッ
チ
ン
グ

理
由
を
事
前
に
知
り
た
か
っ
た
。

・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
重
複
が
あ
り
、
書
き

方
に
困
っ
た
。
共
通
化
を
求
め
る
。

・
二
週
間
実
習
で
は
足
り
な
か
っ
た
。

イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
成成
果果
報報
告告
会会

受
入
先
、
大
学
の
成
果
報
告
と
実
習
学
生
と
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

勝
村
直
久
埼
玉
県
産
業
労
働
部

就
業
支
援
課
課
長

�
サ
イ
サ
ン
人
事
総
務
部

人
事
課
井
下
田
旭
氏

�
ア
ズ
企
画
設
計
管
理
部

齋
藤
愛
氏

日
本
工
業
大
学
共
通
教
育
系

主
任
教
授
広
報
室
長
菊
地
信
一
氏

立
教
大
学
キ
ャ
リ
ア
支
援
課

課
長
補
佐
吉
村
母
都
美
氏

実
習
学
生
（
パ
ネ
リ
ス
ト
）

会
場
の
様
子
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関
東
グ
リ
コ
�
は
、
一
九
二
二

年
（
大
正
十
一
年
）
に
創
業
し
た

江
崎
グ
リ
コ
�
が
一
〇
〇
％
出
資

す
る
生
産
子
会
社
。
二
〇
一
一
年

一
月
に
設
立
さ
れ
、
翌
二
〇
一
二

年
四
月
に
は
本
生
産
が
開
始
さ
れ

た
。
ま
た
、
併
設
さ
れ
て
い
る
見

学
施
設
「
グ
リ
コ
ピ
ア
イ
ー
ス

ト
」
も
同
年
十
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
主
力
商
品
で
あ
る
プ
リ
ッ
ツ

は
発
売
開
始
か
ら
五
一
年
、
ポ
ッ

キ
ー
は
四
七
年
と
永
き
に
わ
た
り

愛
さ
れ
て
い
る
グ
リ
コ
の
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
。

埼
玉
県
の
企
業
誘
致
活
動
と
当

社
が
首
都
圏
内
に
適
当
な
候
補
地

を
物
色
し
て
い
た
こ
と
が
合
致
し
、

北
本
の
地
に
工
場
を
新
設
す
る
に

至
っ
た
。
グ
リ
コ
グ
ル
ー
プ
で
は

当
社
を
北
本
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
と
呼

ん
で
お
り
、
建
設
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

�
大
消
費
地
近
く
の
生
産
拠
点
、

�
生
産
性
と
多
様
性
、
�
環
境
配

慮
、
�
品
質
保
証
性
の
高
い
工
場
、

�
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

掲
げ
て
い
る
。

松
下
明
信
代
表
取
締
役
社
長
は
、

工
場
建
設
前
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
メ
ン
バ
ー
で
立
ち
上
げ
に
も
注

力
し
た
。「
二
〇
一
四
年
度
は
生

産
開
始
か
ら
三
年
目
と
な
り
、
建

設
か
ら
三
年
計
画
で
稼
働
を
軌
道

に
乗
せ
る
た
め
の
最
終
年
と
な
る
。

東
の
基
幹
工
場
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
た
め
に
も
、
計
画
時
の
数

値
目
標
は
ぜ
ひ
ク
リ
ア
し
た
い
」

と
力
強
く
語
っ
た
。「
そ
し
て
、

そ
の
た
め
に
は
目
標
を
ク
リ
ア
す

る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
と
、
仕

組
み
を
回
す
た
め
の
人
材
教
育
が

必
須
に
な
る
」。

関
東
グ
リ
コ
は
設
立
時
、
約
一

〇
〇
名
の
従
業
員
で
ス
タ
ー
ト
し
、

現
在
は
約
六
〇
〇
名
。
北
本
を
中

心
と
す
る
地
元
か
ら
五
〇
〇
名
を

新
規
採
用
し
た
。
松
下
社
長
は
、

「
パ
ー
ト
社
員
を
は
じ
め
経
験
者

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
新
人
教
育

に
は
苦
労
し
た
。
そ
し
て
、
早
く

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

す
る
た
め
の
教
育
体
系
を
確
立
さ

せ
た
い
」
と
課
題
を
述
べ
た
。

会
社
は
北
本
と
い
う
地
で
、
地

元
に
根
づ
い
た
グ
リ
コ
に
な
る
と

と
も
に
、
人
に
つ
い
て
は
世
界
に

羽
ば
た
き
、
海
外
市
場
で
指
導
で

き
る
よ
う
な
人
財
を
こ
の
工
場
で

育
て
、
排
出
す
る
こ
と
が
社
長
の

夢
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、
生
産
設

備
に
つ
い
て
は
、
見
学
す
る
お
客

様
が
見
た
だ
け
で
安
心
感
を
与
え

る
よ
う
な
工
場
に
し
て
い
き
た
い

と
い
う
。

工
場
に
併
設
す
る
見
学
施
設

「
グ
リ
コ
ピ
ア
イ
ー
ス
ト
」
に
は
、

年
間
約
八
万
人
の
見
学
者
が
訪
れ
、

六
か
月
先
の
予
約
ま
で
ほ
ぼ
埋
ま

っ
て
い
る
。

松
下
社
長
は
、「
工
場
を
訪
れ

た
お
客
様
の
直
接
の
感
想
は
大
変

参
考
に
な
る
。
お
客
様
が
感
動
し
、

か
つ
、
自
信
を
持
っ
て
見
せ
る
こ

と
の
で
き
る
ラ
イ
ン
・
工
場
を
目

指
し
、
グ
リ
コ
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ

プ
工
場
と
し
て
リ
ー
ド
し
て
い
き

た
い
」
と
自
信
を
の
ぞ
か
せ
た
。

白
川
舞
台
機
構
�
は
、
白
川
宏

一
社
長
が
三
八
歳
の
時
、
裸
一
貫

で
設
立
し
た
会
社
。
社
長
の
父
親

が
亡
く
な
り
、
家
計
を
支
え
る
た

め
に
は
雇
わ
れ
の
身
で
は
な
く
、

独
立
し
て
生
計
を
立
て
た
い
と
発

起
・
決
断
し
た
。
前
職
で
は
舞
台

設
備
に
関
す
る
設
計
・
製
作
・
施

工
・
営
業
を
経
験
、
納
入
先
と
の

人
脈
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

独
立
し
た
後
の
手
応
え
も
あ
る
程

度
感
じ
て
い
た
。

舞
台
機
構
設
備
の
主
な
納
入
先

は
、
全
国
の
文
化
会
館
、
公
民
館
、

学
校
、
ホ
テ
ル
な
ど
で
、
特
に
埼

玉
県
内
の
小
中
学
校
に
は
、
地
元

企
業
と
し
て
の
実
績
を
残
し
て
い

る
。安

全
・
安
心
が
第
一
で
、
設
置

後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
含
め
、
お

客
様
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
使
命
。

安
全
・
安
心
に
対
す
る
意
識
の
向

上
と
改
革
は
常
に
念
頭
に
置
い
て

い
る
と
い
う
。

当
社
の
強
み
は
、
設
計
・
製
作
・

施
工
の
一
貫
生
産
に
よ
る
独
自
の

ノ
ウ
ハ
ウ
。
ま
た
、
お
客
様
と
顔

と
顔
が
見
え
る
営
業
に
よ
る
信
頼

関
係
の
構
築
や
納
期
の
ス
ピ
ー
ド

感
、
コ
ス
ト
な
ど
で
あ
り
、
中
小

企
業
な
ら
で
は
の
機
動
力
を
活
か

し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、三
〇
年
以
上
無
事
故
・

無
災
害
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
も

信
頼
関
係
を
築
く
た
め
の
強
み
と

し
て
活
か
し
て
い
る
。

白
川
社
長
は
岩
手
県
一
関
市
出

身
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
映
画
・
演

劇
を
観
る
こ
と
が
好
き
で
、
そ
れ

に
関
係
す
る
世
界
に
就
職
し
た
か

っ
た
と
い
う
。
表
舞
台
で
は
な
く
、

縁
の
下
の
力
持
ち
で
も
い
い
か
ら

こ
の
業
界
に
飛
び
込
み
た
か
っ
た
。

二
〇
一
一
年
三
月
の
東
日
本
大

震
災
発
生
後
、
被
災
し
た
文
化
会

館
で
体
験
談
を
聴
く
機
会
が
あ
り
、

避
難
所
に
な
っ
た
文
化
会
館
の
ス

タ
ッ
フ
が
舞
台
の
諸
幕
な
ど
を
切

り
取
り
、
毛
布
や
敷
物
代
り
と
し

て
避
難
者
に
配
布
し
た
。
暖
房
も

な
い
状
態
で
寒
い
一
夜
を
過
ご
し

た
避
難
者
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に

命
拾
い
の
配
慮
だ
っ
た
。
現
地
の

話
に
感
動
し
た
社
長
は
、
東
北
出

身
の
自
分
が
東
北
地
方
の
被
災
し

た
文
化
施
設
を
復
興
さ
せ
る
た
め

に
支
援
し
た
い
と
強
く
感
じ
て
い

る
と
い
う
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、「
人
と

の
繋
が
り
が
大
切
な
業
界
だ
け
に
、

自
分
の
築
い
た
人
脈
か
ら
転
換
し
、

新
た
な
人
脈
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
若
手
を
ど

ん
ど
ん
採
用
し
、
次
代
を
担
う
人

材
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
語
り
、

「
安
全
・
安
心
で
美
し
い
舞
台
装

置
の
提
供
は
社
員
が
新
陳
代
謝
し

て
も
永
続
目
標
と
し
て
守
っ
て
ほ

し
い
」
と
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

なな話話題題 北北 中中 南南 西西

北
部

関
東
グ
リ
コ
�

世
界
の
グ
リ
コ
を
牽
引
す
る
フ

ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
工
場
を
目
指
す

中
部
白
川
舞
台
機
構
株
式
会
社

安
全
・
安
心
・
美
し
い

舞
台
装
置
を
創
り
続
け
る

DATA

会 社 名：関東グリコ�
所 在 地：北本市中丸９‐５５
電 話：０４８‐５９３‐８２００
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐５９３‐８２０１
設 立：平成２３年１月
代 表 者：代表取締役社長 松下明信
資 本 金：８，０００万円
従業員数：６００名
事業内容：菓子製造（主力商品：ポッキー、

プリッツ）

DATA
会 社 名：白川舞台機構�
所 在 地：さいたま市桜区道場７０９‐１（浦和工業団地）
電 話：０４８‐８５６‐０８６５
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐８５６‐０８６８
代 表 者：代表取締役 白川宏一
設 立：昭和５５年７月
資 本 金：２，０００万円
従業員数：２３名
営 業 所：東北（一関市）、北海道（札幌市）
事業内容：舞台機構設備、舞台照明設備、スタジオ設

備、視聴覚設備、緞帳・諸幕類、可動機器
類、イベント機器などの設計・製作・施工・
メンテナンス

白
川
舞
台
機
構
�

白
川
宏
一
社
長

「
浦
和
お
ど
り
」で
活
躍
す
る

「
昇
り
竜
」の
山
車

関
東
グ
リ
コ
�

松
下
明
信
社
長

関
東
グ
リ
コ
�
社
屋

「
北
本
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
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野
口
倉
庫
株
式
会
社
は
、
営
業

倉
庫
業
（
保
管
、
荷
役
）、
一
般

貨
物
自
動
車
運
送
業
、
自
動
車
運

送
取
扱
業
、
倉
庫
建
物
賃
貸
業
、

ト
ラ
ン
ク
ル
ー
ム
業
、
一
般
労
働

者
派
遣
事
業
等
々
を
営
業
種
目
と

し
て
お
り
、
寿
運
輸
�
、
埼
玉
県

倉
庫
団
地
協
同
組
合
、
�
佐
野
物

流
セ
ン
タ
ー
、
押
入
れ
産
業
�
を

関
連
企
業
と
し
て
い
る
。

設
立
は
昭
和
四
十
三
年
で
、

元
々
は
、
製
造
メ
ー
カ
ー
の
商
品

を
保
管
、
配
送
す
る
こ
と
に
特
化

し
て
い
た
が
、
現
代
社
会
が
倉
庫

業
に
求
め
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
べ

く
、
現
在
は
、「
物
流
＋
α
」
を

合
言
葉
に
流
通
加
工
、
シ
ス
テ
ム

サ
ポ
ー
ト
、
受
発
注
代
行
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
業
務
な
ど
、
従
来
の

倉
庫
業
で
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た

業
務
を
通
販
業
界
・
飲
食
業
界
な

ど
に
提
供
し
て
い
る
。
特
に
、
手

間
が
か
か
る
小
ロ
ッ
ト
多
品
種
の

商
品
管
理
は
、
競
争
力
の
源
泉
と

な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
野
口
英
徳
社
長
は
、

「
変
化
に
対
応
し
続
け
る
た
め
に

も
、
先
代
社
長
が
掲
げ
た
『
モ
ノ

の
ホ
テ
ル
』
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

は
継
承
し
、
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た

い
」
と
語
っ
た
。

そ
こ
で
、
具
体
的
な
こ
と
と
し

て
、
配
送
サ
ー
ビ
ス
は
勿
論
の
事
、

「
保
管
・
入
出
庫
」
は
、
本
社
・

各
営
業
所
を
合
わ
せ
て
、
延
べ
１

８
、０
０
０
坪
の
敷
地
を
保
有
し

て
お
り
、
倉
庫
内
は
、
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
管
理
さ
れ
て
お
り
、
複
雑
な

作
業
や
、
少
量
多
品
種
管
理
、
大

型
商
品
管
理
な
ど
の
商
品
管
理
が

可
能
で
あ
る
。

ま
た
、「
流
通
・
加
工
」は
、
ア

ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
・
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

を
設
備
し
、
各
メ
ー
カ
ー
が
抱
え

る
加
工
、
発
送
及
び
商
品
管
理
や

在
庫
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
ト
ー
タ
ル
に

代
行
で
き
る
。「
通
販
物
流
」
で

は
、
商
品
の
入
荷
〜
在
庫
管
理
、

ピ
ッ
キ
ン
グ
、
梱
包
、
発
送
〜
購

買
者
へ
の
お
届
け
ま
で
の
ト
ー
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
繁
閑

期
の
人
員
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
数
ア

イ
テ
ム
〜
数
万
ア
イ
テ
ム
ま
で
、

大
小
問
わ
ず
様
々
な
規
模
の
物
流

に
も
対
応
で
き
る
。

さ
ら
に
「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」

は
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｗ
ｅ
ｂ
、

Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
の
マ
ル
チ
チ
ャ
ン

ネ
ル
化
さ
れ
た
顧
客
と
の
接
点
に

対
し
て
、
商
品
サ
ー
ビ
ス
の
技
術

的
な
問
い
合
わ
せ
に
対
応
す
る
テ

ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
や
、
通
販
受

注
窓
口
な
ど
の
様
々
な
顧
客
サ
ポ

ー
ト
業
務
を
、
低
コ
ス
ト
で
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
る
。

そ
の
上
近
年
、新
た
な
事
業「
リ

ユ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
」
を
始
め
た
。

こ
れ
は
、
顧
客
よ
り
預
か
っ
て
い

る
廃
棄
対
象
商
品
を
提
供
い
た
だ

き
、
協
力
会
社
を
通
し
て
、
主
に

海
外
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
で
販
売
を

行
う
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
在
庫
コ
ス

ト
を
減
ら
す
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
常
に
一
歩
先
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら

業
務
を
展
開
し
て
い
る
。

飯
能
日
高
テ
レ
ビ
は
、
飯
能
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社
が
経
営

す
る
地
元
（
飯
能
・
日
高
）
に
密

着
す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
あ
る
。

で
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
は
、

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ

て
、
テ
レ
ビ
放
送
・
衛
星
放
送
の

電
波
を
受
信
し
ケ
ー
ブ
ル（
有
線
）

を
通
し
て
各
家
庭
等
へ
配
信
す
る

シ
ス
テ
ム
で
す
。

ま
た
、
当
社
で
は
、
最
も
重
要

で
あ
り
、
根
源
的
基
盤
で
も
あ
る

地
元
（
飯
能
・
日
高
）
の
情
報
番

組
も
制
作
し
、
放
送
し
て
い
る
と
、

和
泉
由
起
夫
社
長
は
力
を
込
め
、

熱
く
語
る
。

さ
ら
に
、
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ
た

安
心
・
安
全
の
マ
ル
チ
ア
ラ
ー
ト

「
防
災
お
し
ら
せ
サ
ー
ビ
ス
」
等

も
あ
り
「
ケ
ー
ブ
ル
一
本
で
す
べ

て
お
任
せ
」
の
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

も
あ
る
。

そ
の
設
立
趣
旨
の
中
で
、
飯
能

市
は
都
心
か
ら
五
十
キ
ロ
圏
に
位

置
す
る
首
都
近
郊
都
市
と
し
て
の

性
格
を
持
ち
、
自
然
環
境
の
中
に

都
市
化
現
象
も
広
が
り
、
今
後
の

地
域
発
展
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

情
報
シ
ス
テ
ム
の
必
要
を
指
摘
し
、

そ
し
て
、
地
方
の
時
代
と
い
わ
れ

る
と
き
、
郷
土
の
総
合
情
報
シ
ス

テ
ム
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
た
め
、

ま
た
、
誰
で
も
が
進
ん
で
参
加
で

き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

を
提
供
す
る
た
め
、
さ
ら
に
、
平

成
十
七
年
に
は
、
日
高
市
に
も
エ

リ
ア
を
広
げ
、
古
く
か
ら
密
着
し

た
文
化
圏
の
両
地
区
の
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
て
い
き

た
い
と
し
た
。

地
域
の
た
め
に
、
と
の
考
え
は

株
主
に
も
表
れ
て
お
り
、
和
泉
社

長
を
筆
頭
に
、
当
会
会
員
で
も
あ

る
埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
武
蔵
野
銀

行
、
丸
広
百
貨
店
、
飯
能
信
用
金

庫
等
と
、
公
的
な
組
織
の
飯
能
市
、

飯
能
商
工
会
議
所
等
、
さ
ら
に
、

飯
能
・
日
高
地
域
の
企
業
及
び
個

人
百
四
十
四
で
あ
る
。
勿
論
、
大

手
の
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
、
関
電

工
、
読
売
新
聞
東
京
本
社
等
も
株

主
で
あ
る
。

当
社
の
沿
革
は
、
昭
和
五
十
七

年
四
月
設
立（
資
本
金
八
百
万
円
）。

六
十
二
年
、
開
局
、
本
放
送
開
始
。

平
成
七
年
、
Ｃ
Ｓ
多
チ
ャ
ン
ネ
ル

放
送
開
始
、
十
三
年
に
は
、
接
続

世
帯
一
万
世
帯
突
破
し
、
二
十
二

年
に
は
早
く
も
接
続
二
万
世
帯
を

突
破
し
、
今
現
在
二
万
三
千
世
帯

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
十
四

年
に
は
、
新
事
務
所
棟
を
完
成
し
、

同
年
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
チ
ャ
ン
ネ
ル

の
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
化
を
実
施
し
て

い
る
。

当
社
の
今
後
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
の
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
た

様
々
な
地
域
密
着
の
サ
ー
ビ
ス
を

検
討
し
て
い
る
。

例
え
ば
「
在
宅
医
療
シ
ス
テ

ム
」「
高
齢
者
住
宅
と
の
連
絡
」「
地

域
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」「
生
涯
学
習
」

な
ど
、
放
送
・
通
信
技
術
を
活
用
・

融
合
し
飯
能
・
日
高
の
地
域
に
貢

献
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
目

指
す
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

南
部
野
口
倉
庫
株
式
会
社

「
物
流
＋
α
・

変
化
し
続
け
る
集
団
」

「
埼
玉
県
内
初
の
都
市
型
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
と
し
て
誕
生
」

DATA

会 社 名：野口倉庫株式会社
本 社：戸田市早瀬１‐２４‐１
代 表 者：代表取締役 野口英徳
設 立：昭和４３年８月２８日
資 本 金：３，４００万円
従業員数：７６名
事業内容：営業倉庫業（保管、荷役）一般

貨物自動車運送事業
自動車運送取扱業、倉庫建物賃
貸業、トランクルーム業等

DATA
会 社 名：飯能ケーブルテレビ株式会社

（通称：飯能日高テレビ、略称：HCTV）
本 社：飯能市大字小久保１９‐１
代 表 者：代表取締役社長 和泉由起夫
設 立：昭和５７年４月８日
資 本 金：４億５２５０万円

（授権資本９億６千万円）
事業内容：有線一般放送事業。放送番組、録音、

及び録画の製作及び販売。放送関連
技術の開発、指導及び販売。等

西
部
飯
能
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

野
口
英
徳
社
長

「
入
出
庫
の
様
子
」

和
泉
由
起
夫
社
長

調
整
室

―１５―



																																													
																																													
																																													
																																													
																																													
																																													

行政のまちづくり部門と

の関連が深いです。あえ

て言えば、まちづくり関

連産業や観光関連産業に、

地域資源を活かす技術や

情報、住民参加の方法技

術などを提供することが

できるかもしれません。

学歴・略歴

梶島 邦江

（かじしま くにえ）

昭和６３年３月 早稲田大

学大学院理工学研究科博

士課程終了

昭和６３年４月 早稲田大

学理工学研究所 特別専

任研究員（至 平成３年

３月）

平成３年４月 聖徳大学

短期大学部助教授（至

平成１３年３月）

平成１０年３月 工学博士

（早稲田大学）

平成１３年４月 埼玉大学

教養学部教授（現在に至

る）

「訪ねてみたい」「そこに住みた

い」「この街で子育てがしたい」そんな特別な魅

力を持つ街・地域を一か所でも増やすこと。それ

が、私の願いであり、研究のテーマです。特別な

魅力は環境やサービスが標準的に整っているだけ

では生まれません。歴史や文化、社会に根差した

固有の資源を見出し、磨き、活かしていくことが

大切で、その発見の方法や技術、磨き上げのプロ

セスや活用の方策等を研究しています。

目下のところ、二つのテーマをもっています。

ひとつめはさいたま市の貴重な資源：サッカーを

どのように活かし、まちづくりにつなげていくか、

地域にサッカーを浸透していくかを探ることです。

さいたまサッカーの歴史を、地域文化として読み

直しを図ったり、浦和レッズや大宮アルディージ

ャの観戦者調査を実施しながら、両クラブが地域

社会に果たす役割を検討したりしています。

もうひとつは狭山丘陵にひろがる茶畑と茶業を

どのように活性化し、まちづくりにつなげていく

かです。茶業の北限でもある狭山丘陵には３５００戸

の茶生産農家があり、このうち２３０戸が「自園・

自製・自販」という狭山茶特有＊の経営形態をも

っています。自分の畑で栽培をした茶葉を、自分

の手で茶にし、自分の手で販売する。一人ひとり

の力量が試される、厳しくもやりがいのある経営

形態ですし、消費者にとっては生産者の顔がはっ

きりと見える究極の安心製造過程です。しかし、

近年の消費者のお茶離れや、一昨年の風評被害、

農業者の高齢化などから、徐々に茶農家数は減少

し、荒廃茶園が出始めました。茶畑のある環境、

とくに「自園・自製・自販」という狭山茶特有の

農業形態を活かして、農家にとってもまた一般住

民にとっても喜ばしい、魅力的な地域づくりを行

うにはどうしたらよいか。アグロツーリズモなど

を参考にしながら、議論している最中です。

＊他地域にも「自園・自製・自販」という経営形態

を持つ茶農家もありますがごく少数で、２００戸を

超える「自園・自製・自販」農家がある狭山は、

特別な茶業地域です。

生体や環境水中の重金属

イオンの状態（化学種）

を評価できる分析法の開

発や病原菌や疾病細胞の

分離分析法の開発などに

も着手しております。

学歴・略歴

齋藤 伸吾

（さいとう しんご）

２００１年東北大学大学院修

了。博士（工学）。２００１年北

見工業大学助手を経て

２００７年４月から現職（２０１０

～２０１１年米国WakeForest

大学在外研究員）。

この度、「堀場雅夫賞 特別賞」
を受賞させて頂きました。それが縁で、この埼玉
県経営者協会会報で研究紹介をさせて頂くことに
なりました。
受賞した研究内容は、簡単にいえば「光らない
はずの重金属イオンを光らせて超高感度に分離検
出する方法を開発した」というものです。一般に
蛍光分析は感度と選択性が高いことが知られてい
ますが、発光しない物質には適用できません。特
に、重金属イオンの多くは蛍光物質の発光すらも
消してしまうため、蛍光分析が不可能と考えられ
てきました。そこで、重金属イオンと結合しても
消光しない蛍光分子（蛍光プローブ）を開発しまし
た。この時、蛍光団と金属イオンとの距離を調整
することや、金属とプローブとが分解しないよう
に金属結合部位の化学構造を設計するなどの化学
的工夫をプローブ分子に施しました。しかし、こ
のままだとすべての金属―プローブ錯体が発光す
るため、金属の種類を見分けることができません。
そこで、この金属―プローブ錯体試料を内径５０
�ほどの細い管に導入し、そこに２０kVもの高電

圧を印加することで分子が動きだすという現象
（電気泳動）を応用した、キャピラリー電気泳動
（CE）という分離技術を用いました。この時、
電荷の違いを増幅したり、分子形状の違いを認識
したりして、金属―プローブ錯体の移動速度を制
御することで、金属の種類ごとに高度に空間分離
し、蛍光検出することに成功しました。
この方法は１０µℓ程度の非常に少ない試料中の
１兆分の１（ppt）以下の超微量な金属イオンさ
え検出することができます。しかも、通常は煩雑
な前処理が必要とされる試料でも簡単に計測する
ことができます。現在はこの方法を応用して、社
会問題となっている汚染水などの環境試料中に存
在するアクチノイドイオン類（ウランやプルトニ
ウムなど）の高速・高感度・
安全な分析法の開発に挑戦
しています。これにより、
作業者の被ばくリスクの少
ない（試料が少ないため放
射線量が低い）方法が確立
できると考えています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８００００００００００００００００００００００００回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

地域固有の資源をまちづくり、地域活性化に活かす
埼玉大学教養学部教養学科 梶 島 邦 江 教授

重金属イオンを光らせて超高感度に分離検出する方法の開発
埼玉大学大学院理工学研究科 物質科学部門 齋 藤 伸 吾 准教授
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CAD、CAM（コンピュータを使っての設計、製造）、加工（研
削）、測定などが専攻です。これらはものづくりの基本ですが大
企業、中堅企業での精密技術畑に勤務した経験が学理と実務の
融合という意味合いでプラスになっています。
現在、製造学科には２次元CADとしてAutoCAD、３次元
CADとして Catia,Creo（Pro-E）、SolidWorks 等が導入されてい
ます。その他、ANSYS などの解析用ソフトも揃っています。
それぞれ教育用ライセンスとして安価に提供されている製品を、
比較的最新の状態で、学生の授業用に活用しています。
３次元CADを積極的に活用するため、３次元スキャナ、３
次元プリンタ、CAMソフト、小型３次元加工機、小型マシニ
ングセンタ等も導入されており、それらの有機的な活用を進め
ています。
粘土などを用いて手作りで模型（モック）を作り、３Dスキ
ャナで形状データを PCに取り込み、３次元CADで形状デー
タを修正・削除・追加などを行い、３D（３次元）プリンタで
形状の確認を行い、CAMソフトでNCデータを出力し、マシ

ニングセンタで加工・製作するというディジタルモックアップ
の工程が実行・実習できる体制が整っています。
このうち、最近話題となっている３Dプリンタは、２００４年に
導入された Stratasys Dimension から、２０１３年３月に文部省・私
立大学教育研究活性化設備整備事業によって、新しく導入され
たObjet２４（図１）に代わり、精度の向上や操作性が高まり、
３次元CAD実習などの授業はもちろん、創造プロジェクトや
課外活動、卒研などで、盛んに利用されています。
また、上記のような高価な装置だけでなく、個人あるいは研
究室単位でも導入可能な装置が増えており、研究室でも導入す
る所がでてきています。当研究室でも購入しています。
私の研究室では、これらの他、
形状計測・プログラミングに
取り組んでいます。また、加
工されたものを高精度に評価
できる体制も整えていきたい
と考えています。

本学では、２００１年の開学当初より、建設埼玉および埼玉土建
に所属する優秀な棟梁を非常勤講師として迎え、木造実習にお
いて、大工技能・技術に関する教育を行っています。学生は大
工道具類の手入れから始まり、指金の使い方、墨付け、刻み、
原寸図の作成や規矩術等、建築大工には欠かせない技能・技術
を習得します。このような教育環境の中で、建築大工に興味を
持つ学生は、大工技能検定３級・２級の取得、若年者ものつく
り競技大会、技能五輪全国大会の出場を目標に掲げます。
埼玉県の場合、若年者ものつくり競技大会へ出場するために
は技能検定３級の実技試験、技能五輪全国大会には技能検定２
級の実技試験が、それぞれの予選会を兼ねています。よって、
出場を目指す学生は、技能検定の課題に取り組み、予選ライン
を通過する優秀な成績を収める必要があります。そこで、技能
検定や競技大会へ向けての練習日を設け、非常勤講師に指導を
仰いでいます。練習日以外は学生自身で練習計画を立て、必要
となる技能・技術の習得に取り組みます。

非常勤講師の指導、学生達の努力
により、毎年両大会に埼玉県の代表
として選手を送り込んでいます。こ
れまで、若年者ものづくり競技大会
では金賞、技能五輪全国大会では敢
闘賞を受賞した実績があります。都
道府県の予選を勝ち抜いた強豪達が
集まる大会の中での受賞は、全国レ
ベルのトップに位置付けられるもの
です。
このような学生達は、建築大工と
して就職後も全国レベルの各大会に
出場し入賞する活躍を見せています。
彼らの活躍は、正に本学の基本理念
の一つであるものづくりに直結する
実技・実務教育の成果の表れです。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

最近の３次元CAD教育と３Dプリンタ
製造学科 高 橋 正 明 教授

高橋 正明（たかはし まさあき）教授 博士（工学）、東京都立大学修士修了、日本ビクター、都立航空工業高等専門学校、
東京工大、ものつくり大学助教授を経て、２００５年よりものつくり大学教授、現在に至る。専門分野：形状計測、知的センシング、
超精密加工機械の開発（連絡先 ０４８‐５６４‐３８３７）

技能競技大会等における建築大工の育成
建設学科 小 野 泰 教授

小野 泰（おの やすし）教授、工学修士、関東学院大学大学院工学研究科建築学専攻終了。�日本住宅・木材技術センターを
経て２００３年４月ものつくり大学着任。日本建築学会、NPO木の建築フォーラム、木質構造研究会などに所属。
（連絡先：０４８‐５６４‐３８５５／y_ono@iot.ac.jp）

図２．３Dプリンタ
（研究室用）

大西裕也君（H２４年度卒業
技能五輪全国大会敢闘賞受賞）

左：吉田加奈さん、右：阿部柚実さん
（共に２年生 H２５年度若年者
ものづくり競技大会出場）

図１．３Dプリンタ
（製造学科：Objet２４）
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西
村
和
義
会
長
杯
争
奪
の
第
三
回
目

と
な
る
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
一

一
月
二
二
日
�
、
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
豊
岡
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
八
組
二

九
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
快
晴
・
微
風
と
い
う
絶
好

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
紅
葉
も
盛

り
を
迎
え
た
名
門
コ
ー
ス
で
、
ア
ウ
ト

と
イ
ン
に
分
か
れ
て
の
同
時
ス
タ
ー
ト

に
よ
り
日
頃
の
腕
前
を
競
っ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
細
沼
哲

夫
競
技
委
員
長
（
日
本
伸
管
代
表
取
締

役
会
長
）
の
挨
拶
に
続
き
、
藤
池
誠
治

競
技
副
委
員
長
（
デ
サ
ン
代
表
取
締
役

会
長
）
よ
り
ル
ー
ル
説
明
や
初
参
加
の

方
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
に
よ
り
ス
コ
ア

を
集
計
し
、
順
位
を
決
定
す
る
こ
の
大

会
で
、
総
合
優
勝
と
な
る
第
三
回
西
村

会
長
杯
は
ア
ウ
ト
四
六
、
イ
ン
四
七
、

グ
ロ
ス
九
三
、
ハ
ン
デ
二
二
・
八
、
ネ

ッ
ト
七
〇
・
二
で
水
島
達
也
氏
（
�
ユ

ニ
ッ
ク
ス
代
表
取
締
役
会
長
）
が
優
勝
、

水
島
会
長
は
シ
ニ
ア
の
部
で
も
優
勝
、

さ
ら
に
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
も
獲
得
し
、

ト
リ
プ
ル
受
賞
と
な
っ
た
。
七
〇
歳
以

上
の
参
加
者
で
競
う
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア

の
部
で
は
優
勝
は
木
村
吉
男
氏
（
�
久

喜
菖
蒲
工
業
団
地
管
理
セ
ン
タ
ー
代
表

取
締
役
社
長
）
が
獲
得
し
た
。

プ
レ
イ
後
の
表
彰
式
は
、
細
沼
競
技

委
員
長
の
開
会
挨
拶
、
藤
池
副
競
技
委

員
長
の
進
行
に
よ
り
総
合
優
勝
、
シ
ニ

ア
優
勝
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
優
勝
、
順

位
賞
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
に
授

与
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
で
は
、
各
賞
を
獲

得
さ
れ
た
方
々
が
ス
ピ
ー
チ
、
そ
し
て

今
回
初
参
加
の
永
関
勲
氏
（
�
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
執
行
役
員
埼
玉
・
千
葉
統
括

支
配
人
）
と
石
川
正
孝
氏
（
東
京
海
上

日
動
火
災
保
険
�
執
行
役
員
埼
玉
中
央

支
店
長
）
が
自
己
紹
介
を
行
い
、
そ
の

後
、
情
報
交
換
な
ら
び
に
懇
親
が
図
ら

れ
、
和
や
か
に
閉
会
と
な
っ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
平
成
二
六
年
の
六

月
一
三
日
�
、
今
大
会
と
同
じ
武
蔵
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
豊
岡
コ
ー
ス
で
開

催
を
予
定
し
て
い
る
。

第

三

回

西
村
会
長
杯
争
奪

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

�
ユ
ニ
ッ
ク
ス

水
島
達
也
会
長
が

総
合
の
部
、
シ
ニ
ア
の
部
と
も
に
優
勝

第３回西村会長杯 親睦ゴルフ大会主要結果
〈平成２５年１１月２２日� 武蔵カントリークラブ 豊岡コース〉

１．上位入賞者 （ダブルぺリア／敬称略）

順位 氏 名 会 社 名 役職名 アウト イン グロス HC ネット

優勝 水島 達也 � ユ ニ ッ ク ス 会長 ４６ ４７ ９３ ２２．８ ７０．２

準優勝 中込 秀明 富 士 電 子 � 社長 ５１ ５９ １１０ ３６．０ ７４．０

３位 木村 吉男 �久喜菖蒲工業団地管理センター 社長 ４９ ５３ １０２ ２７．６ ７４．４

４位 桑原 克己 サ イ エ ン ス � 社長 ５０ ５０ １００ ２５．２ ７４．８

５位 星野 時夫 �Ｌｉｖｉｋｏ 社長 ４６ ５２ ９８ ２２．８ ７５．２

ベスグロ 水島 達也 � ユ ニ ッ ク ス 会長 ４６ ４７ ９３ ― ―

２．シニアの部

優勝 水島 達也 � ユ ニ ッ ク ス 会長 ４６ ４７ ９３ ２２．８ ７０．２

準優勝 桑原 克己 サ イ エ ン ス � 社長 ５０ ５０ １００ ２５．２ ７４．８

３．グランドシニア

優勝 木村 吉男 �久喜菖蒲工業団地管理センター 社長 ４９ ５３ １０２ ２７．６ ７４．４

ス
タ
ー
ト
前
の
集
合
写
真

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
優
勝
、
総
合
３
位
賞

獲
得
の
木
村
吉
男
�
久
喜
菖
蒲
工
業
団

地
管
理
セ
ン
タ
ー
社
長

総
合
優
勝
、
シ
ニ
ア
優
勝
、

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
獲
得
の

水
島
達
也
�
ユ
ニ
ッ
ク
ス
会
長

表
彰
式
お
よ
び
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

―２０―



冬
の
節
電
に
御
協
力
を

彩
の
国
ビ
ジ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ

２
０
１
４
に
御
来
場
く
だ
さ
い

彩
の
国
仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
を
御
利
用
く
だ
さ
い

企
業
内
保
育
所
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
事
業
の
御
案
内

労
働
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の

お
知
ら
せ

障
害
者
雇
用
の

支
援
の
お
知
ら
せ

こ
の
冬
の
東
京
電
力
管
内
の
電
力
需

給
に
つ
い
て
は
、
企
業
や
家
庭
に
お
け

る
節
電
の
定
着
な
ど
も
織
り
込
ん
だ
上

で
、
余
裕
が
あ
る
と
の
見
通
し
が
政
府

か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
大
規
模
な
発
電
所
の
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
、
安
定
供
給
が

で
き
な
い
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
無
理
の
な
い

範
囲
で
節
電
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ

う
、
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

節
電
を
お
願
い
す
る
の
は
、
平
成
２６

年
３
月
３１
日
ま
で
の
平
日
９
時
〜
２１
時

で
す
。

具
体
的
な
節
電
メ
ニ
ュ
ー
等
に
つ
い

て
は
、
政
府
の
節
電
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://setsuden.go.jp/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
２
３
）

平
成
２６
年
１
月
２９
日
�
と
１
月
３０
日

�
に
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で

「
彩
の
国
ビ
ジ
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ
２
０
１

４
」
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
埼
玉
県
を
中
心

に
関
東
甲
信
越
地
域
の
広
域
的
な
取
引

や
技
術
の
交
流
を
す
す
め
、
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
さ
ら
に
広
げ
る
国
内
最
大

級
の
展
示
商
談
会
で
す
。

当
日
は
経
営
に
役
立
つ
講
演
会
等
も

行
い
ま
す
。
是
非
御
来
場
く
だ
さ
い
。

当
日
の
御
入
場
も
可
能
で
す
が
、
公

式
Ｈ
Ｐ
か
ら
事
前
に
入
場
登
録
を
さ
れ

た
方
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
御
入
場
い
た
だ

け
ま
す
。

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://bizm

atch.saitam
a-j.or.jp/

�
問
い
合
わ
せ
先

埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

（
０
４
８
―
６
４
７
―
４
０
８
６
）

彩
の
国
仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

は
埼
玉
県
が
運
営
す
る
求
人
求
職
サ
イ

ト
で
す
。
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
登
録
し

て
い
る
求
職
者
に
オ
フ
ァ
ー
（
選
考
希

望
連
絡
）
を
出
す
こ
と
や
求
人
情
報
を

掲
載
し
、
応
募
者
を
募
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
貴
社
の
採
用
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
て
御
活
用
く
だ
さ
い
。

�
彩
の
国
仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

http
://w
w
w
.saitam

a-shigoto-m
atchin

g.jp/�
問
い
合
わ
せ
先

県
就
業
支
援
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
３
８
）

県
で
は
、
企
業
内
保
育
所
に
関
心
を

お
持
ち
の
企
業
が
、
既
に
保
育
所
を
設

置
し
て
い
る
企
業
を
訪
問
し
、
企
業
内

保
育
所
の
見
学
や
設
置
済
企
業
か
ら
設

置
や
運
営
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
ら
れ
る
「
企
業
内
保
育
所
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
主
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
内
容

①
設
置
検
討
段
階
か
ら
開
所
ま
で
の
作

業
や
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

②
開
所
ま
で
に
工
夫
し
た
こ
と
や
苦
労

し
た
こ
と

③
運
営
に
あ
た
り
工
夫
し
て
い
る
こ
と

や
苦
労
し
て
い
る
こ
と

④
設
置
・
運
営
に
関
す
る
費
用

�
申
し
込
み
方
法

必
要
事
項
を
記
載
し
た
申
込
書
を
御

提
出
く
だ
さ
い
。
訪
問
日
程
や
訪
問
先

は
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
が
調
整
し
ま
す
。

詳
細
は
、
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/page/k
igyounaihoikujyoadobaiza.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
３
）

埼
玉
県
労
働
セ
ミ
ナ
ー
運
営
委
員
会

（
県
・
埼
玉
県
経
営
者
協
会
・
連
合
埼

玉
）
で
は
、
労
働
法
の
基
礎
知
識
や
労

働
に
関
す
る
身
近
な
問
題
を
テ
ー
マ
に
、

よ
り
良
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
役
立
つ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
是
非

御
参
加
く
だ
さ
い
。

�
日
程

�
加
須
会
場

１
月
２２
日
�

�
川
越
会
場

１
月
２９
日
�

�
さ
い
た
ま
会
場

２
月
６
日
�

�
桶
川
会
場２

月
６
日
�
、
２
月
１３
日
�

	
所
沢
会
場

２
月
７
日



�
時
間
は
午
後
６
時
３０
分
〜
午
後
８
時

３０
分
（
さ
い
た
ま
会
場
の
み
午
後
２

時
００
分
〜
午
後
４
時
３０
分
）

�
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/site/ro
dosem

inar/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
１
８
）

従
業
員
が
５０
人
以
上
の
企
業
に
は
一

定
以
上
の
障
害
者
の
雇
用
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
６
月
１
日
の
県

内
の
民
間
企
業
の
雇
用
率
は
１
・
７１
％

で
し
た
。
ま
た
、
平
成
３０
年
に
は
、
雇

用
率
の
算
定
に
精
神
障
害
者
が
追
加
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
障
害
者
雇
用
を
進
め
る
企

業
の
支
援
と
し
て
県
の
障
害
者
雇
用
開

拓
員
が
企
業
を
訪
問
し
、
雇
用
に
向
け

た
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民

間
企
業
出
身
の
県
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
雇

用
相
談
か
ら
採
用
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ま
で
、

専
門
的
な
助
言
や
提
案
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
障
害
者
雇
用
を
進
め
る
た
め
、

是
非
御
活
用
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
就
業
支
援
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
３
６
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン

※彩の国ビジネスアリーナ２０１３の様子

―２１―



七

労
働
者
の
損
害

賠
償
す
べ
き

金
額
を
め
ぐ
っ
て

７

従
業
員
の
交
通
事
故
に
よ
る

会
社
の
損
害
と
従
業
員
へ
の

求
償
・
賠
償
�

本
稿
で
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
労
働

契
約
法
に
よ
り
、
従
業
員
も
労
働
義
務

を
負
う
こ
と
（
同
法
第
三
条
第
四
項
）

は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
従
来
か
ら
従

業
員
が
労
働
義
務
に
反
し
た
り
、
業
務

上
の
注
意
義
務
を
怠
っ
て
使
用
者
に
損

害
を
発
生
さ
せ
た
場
合
に
は
、
使
用
者

へ
賠
償
義
務
も
認
め
ら
れ
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
特
に
交
通
事
故
の
場
合
に

は
、
従
業
員
が
注
意
義
務
に
反
し
て
事

故
を
発
生
さ
せ
た
場
合
、
使
用
者
は
民

法
第
七
一
五
条
の
「
使
用
者
責
任
」
の

法
理
に
よ
っ
て
被
害
者
に
対
し
て
損
害

賠
償
す
べ
き
義
務
を
負
う
と
と
も
に
、

使
用
者
が
損
害
賠
償
を
し
た
と
き
、
注

意
義
務
に
違
反
し
て
損
害
を
発
生
さ
せ

た
労
働
者
に
対
し
、「
使
用
者
又
は
監

督
者
か
ら
被
用
者
に
対
す
る
求
償
権
の

行
使
を
妨
げ
な
い
。」（
民
法
第
七
一
五

条
第
三
項
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

当
該
労
働
者
へ
の
「
求
償
権
」
を
行
使

し
う
る
。
な
お
、
具
体
的
な
賠
償
や
求

償
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の
義

務
と
労
働
者
の
違
反
に
伴
う
諸
事
情
を

考
慮
し
て
求
償
や
賠
償
金
額
が
決
め
ら

れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。

こ
れ
を
前
提
に
し
て
、
本
稿
で
は
ど

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
ど
こ
ま

で
使
用
者
は
労
働
者
に
求
償
を
で
き
る

か
を
検
討
し
て
お
り
、
今
回
は
そ
の
五

回
目
で
あ
る
。

こ
の
場
合
の
使
用
者
側
と
労
働
者
側

の
損
害
賠
償
の
割
合
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
数
回
に
わ
た
り
検
討
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
会
社
側
も
労
働
者
側

も
責
任
折
半
と
い
う
こ
と
で
双
方
と
も

半
々
と
い
う
五
〇
％
負
担
と
い
う
の
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。
公
刊
さ
れ
た
判
例

の
中
か
ら
一
部
拾
っ
て
み
る
と
別
表
の

よ
う
に
こ
の
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。

以
下
、
前
回
に
引
き
続
き
従
業
員
の

交
通
事
故
に
つ
い
て
、
使
用
者
に
よ
る

五
〇
％
の
損
害
賠
償
又
は
求
償
権
が
認

め
ら
れ
た
判
例
に
つ
い
て
紹
介
を
す
る
。

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
〇
四
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
１８
）

弁
護
士

安

西

�

別表 労働者の負担割合が５０％のケース

出 典

交民集
７巻４号１１１１頁

判時
８４４号６３頁

判時
９０８号５４頁

交民集
１５巻２号５６４頁

判タ
４７８号８８頁

交民集
１８巻２号３７３頁

判時
１５４１号１０４頁

労判
８７０号４２頁

内 容

長距離トラック運転者の眠
気による運転誤りのための
損害

証券外務員の調査不十分に
よる顧客の倒産による損害

輸出向け冷却装置の設計の
仕様に関し、電圧ボルトの
違いの過誤を犯したことに
よる重大な損害

路線貨物運転者の前方不注
意による停止車への玉突き
追突事故

商品管理部長として事故の
職務に属さない商品の注
文・転売による不正行為に
基づく損害

居眠り運転による高速道路
の中央分離帯乗り上げ

貴金属宝石類の入った鞄を
離れた場所に置いたことに
よる盗難

入金がないのに次々と商品
である中古乗用車の多数の
引渡しによる損害

判決年月日

長崎地裁佐世保支部
昭和４９年８月７日

大阪地裁
昭和５１年７月１６日

大阪高裁
昭和５３年３月３０日

大阪地裁
昭和５７年４月２７日

浦和地裁
昭和５７年６月３０日

東京地裁
昭和６０年３月１３日

東京地裁
平成６年９月７日

東京地裁
平成１５年１２月１２日

事 件 名

佐世保陸運事件

黒川証券事件

三共暖房事件

大阪梅田運送事
件

山形食品事件

柳田運輸事件

丸山宝飾事件

株式会社Ｇ事件

�

連載
�

―２２―



十三
従
業
員
が
起
こ
し
た
停
止
中
の
車
へ

の
玉
突
き
追
突
事
故
に
よ
り
使
用
者

が
被
害
者
に
対
し
て
負
担
し
た
修
理

費
用
等
に
つ
い
て
、
使
用
者
の
被
用

者
に
対
す
る
賠
償
及
び
求
償
の
範
囲

は
信
義
則
上
損
害
額
の
二
分
の
一
で

あ
る
と
し
た
事
例

本
件
に
お
い
て
、
被
告
は
原
告
の
従

業
員
と
し
て
配
送
業
務
に
従
事
し
、
そ

の
帰
路
本
件
事
故
を
起
こ
し
た
も
の
で
、

原
告
は
被
告
の
使
用
者
と
し
て
、
原
告

が
前
方
不
注
意
に
よ
っ
て
信
号
に
従
っ

て
順
次
停
車
し
て
い
る
前
方
車
を
玉
突

き
追
突
し
、
四
台
の
自
動
車
に
つ
い
て

当
時
の
金
額
で
七
四
万
九
六
〇
〇
円
の

物
損
事
故
を
与
え
た
事
故
に
つ
い
て
使

用
者
責
任
を
負
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
使
用
者
が
右
各
損
害
車
両
の
各

修
理
費
用
及
び
修
理
不
能
と
な
っ
た
車

の
各
時
価
相
当
額
を
そ
れ
ぞ
れ
賠
償
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
使
用
者
が
賠
償
し

た
金
額
に
つ
い
て
被
告
従
業
員
に
求
償

し
た
も
の
で
あ
る
。

被
告
従
業
員
側
で
は
、「
原
告
ト
ラ

ッ
ク
等
の
車
両
を
保
有
し
て
運
送
業
務

を
営
む
会
社
で
あ
り
、
被
告
ら
運
転
手

を
雇
用
し
、
右
業
務
に
従
事
さ
せ
て
収

益
を
あ
げ
て
お
り
、
そ
の
業
務
の
性
質

上
常
に
交
通
事
故
等
の
危
険
が
随
伴
し

て
い
る
。
一
方
、
被
告
は
原
告
と
の
雇

用
関
係
の
下
で
そ
の
命
令
に
従
っ
て
右

業
務
に
従
事
し
て
い
た
も
の
で
、
原
告

に
昭
和
五
六
年
三
月
入
社
し
て
以
来
本

件
事
故
ま
で
勤
務
態
度
も
真
面
目
で
優

良
運
転
手
と
し
て
経
過
し
て
き
た
。
ち

な
み
に
、
被
告
が
運
転
手
と
し
て
稼
働

し
た
の
は
原
告
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

ま
た
、
本
件
事
故
に
つ
い
て
も
前
方
不

注
意
が
原
因
で
あ
り
、
過
失
の
程
度
も

軽
く
態
様
と
し
て
も
悪
質
な
点
は
な
い
。

右
の
よ
う
な
事
情
か
ら
す
れ
ば
、
原

告
と
し
て
は
当
然
な
が
ら
任
意
保
険
等

に
加
入
し
、
本
件
の
よ
う
な
事
故
に
伴

う
損
失
の
分
散
を
は
か
る
べ
き
で
あ
り
、

直
ち
に
そ
の
損
失
を
被
用
者
で
あ
る
被

告
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
原

告
は
任
意
保
険
に
も
加
入
せ
ず
そ
の
手

当
を
怠
っ
て
損
失
を
蒙
っ
た
も
の
で
あ

る
。
従
っ
て
、
信
義
則
上
そ
の
損
失
を

被
告
に
転
換
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い

し
、
ま
た
、
許
さ
れ
る
と
し
て
も
大
幅

な
制
限
を
受
け
て
し
か
る
べ
き
で
あ

る
。」
と
し
て
争
っ
た
。

一
方
、
会
社
側
は
、「
本
件
事
故
は

被
告
自
身
の
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
過

失
で
惹
起
し
た
も
の
で
、
被
告
は
右
事

故
に
よ
っ
て
運
転
免
許
が
な
く
な
り
、

職
場
替
え
に
な
る
と
、
給
料
が
安
い
、

通
勤
が
不
便
だ
等
の
理
由
で
無
断
欠
勤

を
続
け
、
挙
句
は
、
被
害
者
を
見
舞
い

に
行
く
か
ら
と
偽
っ
て
原
告
か
ら
金
を

受
け
と
り
、
そ
の
後
は
一
度
た
り
と
も

出
勤
せ
ず
連
絡
す
ら
し
な
か
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
者
に
対
し
求
償
権
が
制
限
さ

れ
る
い
わ
れ
は
な
く
、
原
告
は
不
心
得

な
人
物
に
は
法
の
許
す
限
り
責
任
を
追

及
す
る
。
ま
た
、
被
告
が
右
事
故
後
も

真
面
目
に
勤
務
し
た
な
ら
事
故
審
査
委

員
会
（
原
告
の
使
用
者
側
と
労
働
者
側

の
代
表
で
構
成
す
る
も
の
）
が
認
定
し

た
二
〇
万
円
の
事
故
分
担
金
で
す
ま
さ

れ
て
い
た
も
の
で
、
真
面
目
な
従
業
員

を
保
護
育
成
す
る
こ
と
は
原
告
の
最
も

望
む
所
で
あ
り
、
従
業
員
か
ら
求
償
す

る
こ
と
は
な
い
。」
と
主
張
し
た
。

裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、

労
働
者
に
対
し
会
社
の
損
害
額
の
二
分

の
一
の
求
償
を
認
め
た
。

「
被
告
は
、
本
件
事
故
当
時
、
給
料

月
額
手
取
一
五
万
円
程
度
で
、
勤
務
態

度
も
普
通
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
右
事
故

に
よ
り
禁
錮
六
月
執
行
猶
予
三
年
に
処

せ
ら
れ
た
ほ
か
、
運
転
免
許
取
消
の
処

分
を
受
け
た
た
め
、
そ
の
後
は
作
業
員

と
し
て
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
等
の
業
務

に
従
事
す
る
よ
う
原
告
か
ら
指
示
を
受

け
た
が
、
右
作
業
員
と
し
て
の
給
料
が

運
転
手
と
し
て
の
給
料
よ
り
も
手
取
り

で
約
二
万
円
程
度
減
少
し
、
そ
の
う
え

労
使
双
方
の
構
成
員
に
よ
る
会
社
内
の

事
故
審
査
委
員
会
か
ら
、
右
事
故
に
よ

る
物
損
の
う
ち
二
〇
万
円
を
被
告
に
お

い
て
負
担
し
、
今
後
月
々
給
料
か
ら
二

万
円
ず
つ
一
〇
回
に
わ
た
っ
て
差
し
引

か
れ
る
旨
告
げ
ら
れ
、
こ
の
二
重
の
減

収
は
病
気
の
両
親
と
妻
子
を
か
か
え
た

被
告
に
は
相
当
の
打
撃
で
あ
り
、
ま
た
、

自
動
車
に
よ
る
通
勤
も
で
き
な
く
な
り
、

通
勤
時
間
も
長
く
な
っ
た
こ
と
等
か
ら
、

原
告
方
で
勤
務
を
続
け
て
ゆ
く
意
欲
を

喪
失
し
、
事
故
後
ま
も
な
く
無
断
欠
勤

を
繰
り
返
す
よ
う
に
な
り
、
同
年
九
月

二
四
日
、
給
料
未
受
領
分
を
受
け
と
っ

て
以
後
全
く
出
勤
せ
ず
、
そ
の
後
他
に

就
職
し
た
こ
と
。

以
上
の
と
お
り
認
め
ら
れ
、
右
認
定

を
左
右
す
る
証
拠
は
な
い
。

右
認
定
の
原
告
の
事
業
の
内
容
、
規

模
、
対
物
保
険
未
加
入
の
事
実
、
被
告

の
業
務
の
内
容
、
勤
続
期
間
、
従
前
の

勤
務
態
度
、
給
与
額
、
本
件
事
故
に
お

け
る
過
失
の
内
容
、
右
事
故
後
の
無
断

欠
勤
と
そ
の
動
機
等
の
諸
事
実
に
照
ら

す
と
、
前
記
三
の
損
害
の
う
ち
、
原
告

が
被
告
に
対
し
て
賠
償
及
び
求
償
を
請

求
し
う
る
範
囲
は
、
信
義
則
上
右
損
害

額
の
二
分
の
一
を
限
度
と
す
べ
き
で
あ

り
、
こ
れ
を
超
え
る
部
分
は
信
義
則
に

反
し
、
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。」（
昭
和
五
七
・
四
・
二
七
大

阪
地
裁
判
決
、
大
阪
梅
田
運
送
事
件
、

交
民
集
一
五
巻
二
号
五
六
四
頁
）。

十四
従
業
員
運
転
手
が
居
眠
り
運
転
で
高

速
道
路
の
中
央
分
離
帯
に
乗
り
上
げ

分
離
帯
を
損
傷
し
、
会
社
の
車
を
大

破
さ
せ
た
ほ
か
別
の
自
動
車
を
破
損

し
た
事
故
に
つ
き
、
損
害
額
の
二
分

の
一
の
求
償
を
認
め
た
事
例

本
件
は
、
求
償
の
相
手
方
で
あ
る
被

告
は
原
告
に
自
動
車
運
転
手
と
し
て
雇

用
さ
れ
て
い
た
者
で
あ
る
が
、
昭
和
五

七
年
三
月
一
二
日
午
前
五
時
二
〇
分
こ

ろ
、
原
告
所
有
の
普
通
貨
物
自
動
車
を

業
務
と
し
て
運
転
し
、
下
り
車
線
を
走

行
中
、
居
眠
り
運
転
に
よ
り
中
央
分
離

帯
に
乗
り
上
げ
て
横
転
事
故
を
起
こ
し
、

原
告
車
を
大
破
さ
せ
、
日
本
道
路
公
団

所
有
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
及
び
中
央
分
離

―２３―



帯
を
損
傷
す
る
と
と
も
に
、
原
告
車
か

ら
外
れ
た
燃
料
タ
ン
ク
が
他
の
普
通
乗

用
自
動
車
に
接
触
し
同
車
を
大
破
さ
せ

た
事
故
を
発
生
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
会
社
側
は
本
件
事
故
は

従
業
員
の
被
告
が
居
眠
り
運
転
に
よ
り

本
件
事
故
を
惹
起
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
民
法
七
〇
九
条
の
責
任
を
負
う
と
し
、

会
社
が
そ
の
加
入
す
る
保
険
会
社
か
ら

保
険
金
（
対
物
保
険
）
一
七
六
万
六
九

三
〇
円
の
支
払
を
受
け
た
金
額
を
除
き
、

残
額
金
二
二
五
万
四
九
〇
三
円
の
求
償

支
払
い
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、「
原
告
は
、
被
告
と

の
間
で
、
業
務
執
行
中
に
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
は
会
社
側
の
原
告
に
お
い

て
損
害
額
の
支
払
い
を
負
担
す
る
旨
約

し
て
い
る
か
ら
、
被
告
従
業
員
に
は
原

告
に
対
し
本
件
事
故
に
よ
る
損
害
を
賠

償
す
べ
き
責
任
は
な
い
。」、
ま
た
、「
本

件
事
故
は
、
原
告
の
過
酷
な
労
働
条
件

に
起
因
し
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
信
義
則
上
そ
の
損
失
を
原
告
に
転

嫁
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
原
告
の
求

償
権
行
使
は
失
当
で
あ
る
。」
と
し
て

争
っ
た
。

裁
判
所
は
、「
抗
弁
�
の
損
害
額
を

原
告
に
お
い
て
負
担
の
う
え
支
払
う
旨

の
約
定
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
会
社
側

が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
約
し
た
事
実
を

認
め
る
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
」
と
し

て
否
定
し
た
。
ま
た
、「
被
告
は
事
故

の
二
カ
月
前
の
昭
和
五
七
年
一
月
二
一

日
こ
ろ
原
告
に
運
転
手
と
し
て
入
社
し
、

月
の
う
ち
二
〇
な
い
し
二
三
日
間
右
運

転
業
務
に
従
事
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
本

件
事
故
は
事
故
前
日
の
夕
方
こ
ろ
被
告

が
事
故
車
両
を
運
転
し
名
古
屋
を
出
発

し
て
仙
台
ま
で
貨
物
を
運
搬
す
る
途
中
、

約
一
二
時
間
経
過
後
の
事
故
当
日
早
朝
、

居
眠
運
転
に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
。

被
告
は
勤
務
態
度
と
し
て
は
普
通
で
、

こ
れ
ま
で
さ
し
た
る
交
通
違
反
歴
も
な

く
、
昭
和
五
六
年
か
ら
昭
和
五
七
年
二

月
ま
で
の
三
ヵ
月
間
で
月
額
平
均
金
二

八
万
〇
九
五
八
円
の
給
料
を
得
て
い
た

が
、
本
件
事
故
後
一
、
二
カ
月
後
に
原

告
を
退
職
し
た
。」
こ
と
を
認
定
し
た
。

そ
し
て
、
求
償
権
に
つ
い
て
は
次
の

よ
う
に
判
決
し
た
。

「
使
用
者
が
、
そ
の
事
業
の
執
行
に

つ
き
な
さ
れ
た
被
用
者
の
加
害
行
為
に

よ
り
、
直
接
損
害
を
被
り
又
は
使
用
者

と
し
て
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
し
た

こ
と
に
基
づ
き
損
害
を
被
っ
た
場
合
に

は
、
使
用
者
は
、
そ
の
事
実
の
性
格
、

規
模
、
施
設
の
状
況
、
被
用
者
の
業
務

内
容
、
労
働
条
件
、
勤
務
態
度
、
加
害

行
為
の
態
様
、
加
害
行
為
の
予
防
も
し

く
は
損
失
の
分
散
に
つ
い
て
の
使
用
者

の
配
慮
の
程
度
そ
の
他
諸
般
の
事
情
に

照
ら
し
、
損
害
の
公
平
な
分
担
と
い
う

見
地
か
ら
信
義
則
上
相
当
と
認
め
ら
れ

る
限
度
に
お
い
て
、
被
用
者
に
対
し
右

損
害
の
賠
償
又
は
求
償
の
請
求
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ

り
、（
最
判
昭
和
五
一
年
七
月
八
日
民

集
三
〇
巻
七
号
六
八
九
頁
）、
前
認
定

の
事
実
に
鑑
み
る
と
、
原
告
は
本
件
に

お
い
て
前
記
損
害
額
の
二
分
の
一
に
限

り
被
告
に
対
し
て
賠
償
及
び
求
償
を
求

め
う
る
も
の
で
、
そ
の
余
は
信
義
則
に

反
し
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
前
記
損
害

額
か
ら
二
分
の
一
を
減
額
す
る
と
金
一

一
二
万
七
四
五
一
円
（
一
円
未
満
切
り

捨
て
）
と
な
る
。」
と
し
て
、
二
分
の

一
の
範
囲
で
求
償
を
認
め
た
（
昭
和
六

〇
・
三
・
一
三
東
京
地
裁
判
決
、
柳
田

運
輸
事
件
、
交
民
集
一
八
巻
二
号
三
七

三
頁
）。

政
府
は
、
今
年
六
月
一
四
日
「
経
済
財
政

運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
」
閣
議

決
定
を
行
っ
た
が
、
そ
の
中
で
「
規
制
改
革

実
施
計
画
」
の
一
つ
の
項
目
と
し
て
「
正
社

員
改
革
」
を
打
ち
だ
し
、「
限
定
社
員
・
ジ

ョ
ブ
型
正
社
員
」
制
度
を
定
め
、
そ
の
雇
用

ル
ー
ル
の
整
備
を
図
る
こ
と
を
打
ち
出
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、「
日
本
の
正
社
員
は
、
�

無
期
雇
用
、
�
フ
ル
タ
イ
ム
、
�
直
接
雇
用
、

と
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
職
務
、

勤
務
地
、
労
働
時
間
（
残
業
）
が
限
定
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
傾
向
が
欧
米
に
比
べ
て
も

顕
著
で
あ
り
、『
無
限
定
』

社
員
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
職
務
、
勤

務
地
、
労
働
時
間
が
特
定

さ
れ
て
い
る
正
社
員
、
つ

ま
り
、『
ジ
ョ
ブ
型
正
社

員
』
を
増
や
す
こ
と
が
、

正
社
員
一
人
一
人
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
や
能
力
を
高
め
、
多
様
な
視
点
を
持
っ
た

労
働
者
が
貢
献
す
る
経
営
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
を
促
進
す
る
こ
と
と

な
り
、
労
使
双
方
に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と

考
え
る
。

こ
れ
ら
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
正
社
員

改
革
の
第
一
歩
と
し
て
、
ジ
ョ
ブ
型
正
社
員

に
関
す
る
雇
用
ル
ー
ル
の
整
備
を
行
う
べ
き

で
あ
る
。」
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
ジ
ョ
ブ
型
（
Ｊ
Ｏ
Ｂ＝

仕

事
中
心
で
特
定
さ
れ
た
雇
用
）
正
社
員
と
は
、

�
職
務
、
例
え
ば
、
一
般
事
務
員
、
Ｉ
Ｔ
技

術
者
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
等
の
職
務
の
特
定（
職

務
変
更
は
し
な
い
）、
�
勤
務
場
所
や
勤
務

地
域
の
限
定
（
転
勤
は
し
な
い
）、
�
勤
務

時
間
の
特
定
（
例
え
ば
、
一
日
六
時
間
労
働
、

一
日
八
時
間
で
残
業
な
し
と
か
、
特
定
時
間

帯
の
み
勤
務
）
と
い
う
勤
務
内
容
を
限
定
し

た
雇
用
を
い
う
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
ジ
ョ
ブ
型
正
社
員

制
度
を
企
業
内
で
実
施
す
る
に
は
、
こ
れ
を

就
業
規
則
で
定
め
（
詳
細
は
、「
限
定
社
員

規
程
」
等
の
規
程
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。）、

人
事
制
度
と
し
て
施
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
来
は
、
こ
の
よ
う
な
限
定
勤
務
社
員
は

非
正
規
従
業
員
と
し
て
の
雇
用
が
中
心
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
社
員
も
正
社

員
と
し
、
正
社
員
の
幅
を
増
や
す
こ
と
に
よ

り
本
来
の
職
務
・
勤
務
地
限
定
な
し
の
包
括

的
雇
用
の
正
社
員
を
減
少
さ
せ
、
こ
れ
に
よ

り
正
社
員
改
革
を
行
う
と
い
う
こ
と
に
目
的

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
改
正
労
働
契

約
法
に
よ
る
有
期
労
働
契
約
の
無
期
転
換
制

度
の
施
行
と
軌
を
一
に
し
、
無
期
転
換
者
の

受
け
皿
に
も
活
用
し
う
る
（
佐
藤
博
樹
教
授
、

日
経
新
聞
）
制
度
と
い
え
よ
う
。

問
題
は
、
有
期
雇
用
社
員
な
ら
当
該
限
定

勤
務
地
の
事
業
所
を
閉
鎖
し
た
り
、
当
該
職

務
を
廃
止
し
た
場
合
、
雇
用
期
間
満
了
に
よ

り
雇
用
を
終
了
さ
せ
る
と
い
う
雇
用
調
整
が

で
き
た
の
に
、
無
期
雇
用
社
員
、
し
か
も
正

社
員
に
な
る
と
、
原
則
と
し
て
使
用
者
に
は

定
年
ま
で
の
雇
用
義
務
が
生
ず
る
。
そ
こ
で
、

事
業
廃
止
等
に
よ
り
雇
用
維
持
が
で
き
な
く

な
っ
て
、「
解
雇
」
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場

合
に
は
、
労
働
契
約
法
第
一
六
条
の
解
雇
に

該
当
す
る
の
で
、
整
理
解
雇
は
四
要
素
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
、
特

に
解
雇
回
避
義
務
を
ど
こ
ま
で
実
施
す
る
べ

き
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
こ
の
点
を
緩
和

し
た
も
の
が
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
で
あ
る
な
ら
、

結
局
、
法
律
改
正
に
よ
ら
な
い
限
り
、
そ
の

実
現
に
は
無
理
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ジ
ョ
ブ
型
正
社
員
と
は

弁
護
士

安
西

�

―２４―



　少子高齢化の進展により日本の労働力人口が大幅に減少することが懸念される中、企業にとって知
識や技能を持った “人財” の確保が一層必要となります。定年の廃止、定年後の継続雇用等、健康で
意欲と能力がある限り働き続けることができる雇用制度を導入することにより、社員のモチベーショ
ンを高く保つことができ、社内の活性化につながることが期待されます。また、ベテラン社員が永年
の勤務で培った知識、経験、技能、人脈等を伝承することにより、将来の会社の担い手となる若手社
員を育てることができ、今後の企業環境の変化に対応することができると考えます。生涯現役で活躍
し続けられる社会環境を企業が整えることが重要と考えます。
　埼玉県からこちらの２社が導入を検討しています。

所 在 地 ：春日部市
代 表 者 ：代表取締役　斉之平 伸一
従業員数：246 人
業　　種：米菓・洋菓子製造販売

【目　標】
希望者全員６５歳雇用後、７０歳以降まで働ける人事制度導入のための検討 

【モデル事業の取組内容】
● 被災リスク、効率や士気に与える影響などの問題点･課題あり 
● 従業員全員の意識調査アンケートを実施中 
● 問題点･課題に対する解決策をとりまとめ中 

所 在 地 ：さいたま市大宮区
代 表 者 ：代表取締役社長　髙橋 行憲
従業員数：3,693 人
業　　種：介護事業

【目　標】 
定年６５歳後、７０歳以降まで働ける人事制度導入のための検討
【モデル事業の取組内容】
● 再雇用契約内容、効率に与える影響などの問題点･課題あり 
● 従業員のうち５００名の意識調査アンケートを実施済み 
● 問題点･課題に対する解決策をとりまとめ、規程・基準の試案整備中 

三州製菓株式会社

株式会社ウイズネット

http://www.sangyokoyo.or.jp/ TEL  03-5627-3600

代表取締役社長　髙橋 行憲

代表取締役　斉之平 伸一



���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

農
業
界
と
経
済
界
の
連
携
推
進
へ

の
支
援
策
を
聞
く

―
農
政
問
題
委
員
会
国
際
関
係
部

会
・
企
画
部
会
・
農
商
工
連
携

部
会
合
同
会
合

経
団
連
の
農
政
問
題
委
員
会
国
際
関
係
部
会

（
渡
邉
康
平
部
会
長
）・
企
画
部
会
（
佐
野
泰
三

部
会
長
）・
農
商
工
連
携
部
会
（
川
面
克
行
部
会

長
）
は
合
同
会
合
を
開
催
し
、
１１
月
１２
日
、
農
林

水
産
省
の
天
羽
隆
大
臣
官
房
政
策
課
長
な
ら
び
に

各
施
策
の
担
当
課
室
か
ら
、
農
業
界
と
経
済
界
の

連
携
推
進
に
向
け
た
政
府
の
取
り
組
み
状
況
に
つ

い
て
説
明
を
聞
い
た
。

■
攻
め
の
農
林
水
産
業
の
展
開
に
お
け
る
キ
ー
ワ

ー
ド
は
「
連
携
」

会
合
冒
頭
、
大
臣
官
房
政
策
課
の
大
島
英
彦
上

席
企
画
官
が
、「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
の
展
開

状
況
に
つ
い
て
説
明
。
産
業
競
争
力
会
議
や
官
邸

と
も
連
携
し
な
が
ら
、
今
後
の
農
林
水
産
行
政
政

策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る
、

「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ
ラ
ン
」
を

年
内
、
早
け
れ
ば
１１
月
中
に
取
り
ま
と
め
る
予
定

と
紹
介
。
経
済
界
に
対
し
て
は
、
技
術
開
発
の
推

進
方
向
の
検
討
、
開
発
技
術
の
現
場
で
の
実
証
や

生
産
モ
デ
ル
の
確
立
、
生
産
現
場
へ
の
導
入
や
実

需
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
各
段
階
に
お
け
る
農
業
界

と
の
連
携
の
一
層
の
深
化
・
拡
大
に
期
待
を
示
し

た
。続

い
て
発
言
し
た
経
営
局
農
地
政
策
課
の
渡
邉

安
宣
経
営
調
査
官
か
ら
は
、
農
地
集
積
の
推
進
役

と
し
て
期
待
さ
れ
る
「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
の

指
定
に
向
け
て
、
今
臨
時
国
会
に
上
程
さ
れ
た
農

地
中
間
管
理
事
業
の
推
進
に
関
す
る
法
律
案
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

■
個
別
施
策
の
積
極
的
活
用
を
通
じ
た
農
業
界
と

経
済
界
と
の
連
携
・
協
力
の
一
層
の
深
化
を
期

待そ
の
後
、
農
林
水
産
省
の
来
年
度
事
業
を
中
心

に
、
農
業
界
と
経
済
界
と
の
連
携
・
協
力
に
か
か

わ
る
個
別
施
策
の
紹
介
が
あ
り
、
経
済
界
に
よ
る

各
施
策
の
積
極
的
な
活
用
を
通
じ
た
農
業
界
と
の

連
携
の
さ
ら
な
る
強
化
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

経
営
局
の
平
形
雄
策
経
営
政
策
課
長
は
、
低
コ

ス
ト
生
産
技
術
体
系
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
効
率

的
生
産
体
制
、
低
コ
ス
ト
の
農
業
機
械
開
発
等
の

新
た
な
先
端
モ
デ
ル
農
業
の
確
立
の
必
要
性
を
指

摘
。
こ
れ
ら
を
目
的
と
し
た
先
進
的
な
農
業
法
人

と
経
済
界
の
企
業
等
に
よ
る
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
支
援
す
る
「
農
業
界
と
経
済
界
の
連
携
に
よ
る

先
端
モ
デ
ル
農
業
確
立
実
証
事
業
」
の
実
施
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

続
い
て
発
言
し
た
大
臣
官
房
の
安
岡
澄
人
技
術

調
整
室
長
か
ら
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の

導
入
に
よ
り
超
省
力
・
高
品
質
生
産
等
を
達
成
す

る
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
や
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
実
用
化
に
必
要
な
安
全
確

保
策
等
の
課
題
な
ど
を
検
討
す
る
研
究
会
を
速
や

か
に
立
ち
上
げ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

生
産
局
の
菱
沼
義
久
園
芸
作
物
課
長
は
、
次
世

代
施
設
園
芸
の
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
等

を
報
告
。
よ
り
高
度
な
農
業
経
営
実
現
に
向
け
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
種
苗
供
給
・
生
産
技
術
・
流
通
販

売
に
お
け
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を
集
積
し
た
次

世
代
施
設
園
芸
拠
点
整
備
の
支
援
を
目
的
と
し
た

事
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

農
林
水
産
技
術
会
議
事
務
局
の
島
田
和
彦
研
究

推
進
課
産
学
連
携
室
長
か
ら
は
、
食
料
生
産
地
域

再
生
の
た
め
の
先
端
技
術
展
開
事
業
を
は
じ
め
と

す
る
研
究
開
発
に
お
け
る
企
業
等
と
の
連
携
促
進

事
業
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

６
次
産
業
化
の
推
進
に
つ
い
て
説
明
し
た
食
料

産
業
局
の
佐
竹
健
次
産
業
連
携
課
長
か
ら
は
、
農

林
漁
業
成
長
産
業
化
フ
ァ
ン
ド
立
ち
上
げ
後
、
地

方
銀
行
・
都
市
銀
行
・
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
中
心
に

こ
れ
ま
で
に
３３
の
サ
ブ
フ
ァ
ン
ド
が
組
成
さ
れ
た

こ
と
や
、
各
サ
ブ
フ
ァ
ン
ド
や
農
林
漁
業
者
等
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
３
０
０
件
超
の
相
談
を
も
と
に
支

援
案
件
の
検
討
を
推
進
し
て
い
る
旨
、
報
告
が
あ

っ
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
国
産
農
産
物
の
社
員
食
堂
に

お
け
る
利
用
拡
大
、
食
品
ロ
ス
削
減
国
民
運
動
の

推
進
、
企
業
の
農
林
漁
業
体
験
へ
の
参
加
の
推
進
、

企
業
に
お
け
る
間
伐
材
の
利
用
拡
大
、
国
産
水
産

物
の
消
費
拡
大
等
の
取
り
組
み
の
推
進
に
向
け
て
、

経
済
界
へ
の
一
層
の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
。

日
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定
の

早
期
締
結
を
求
め
る

―
欧
州
経
済
団
体
と
の
共
同
声
明

公
表

日
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
交
渉
は
、

今
年
４
月
に
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で
に
３
回
の
会
合

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
行
方
は
必
ず
し
も

楽
観
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。
交
渉
開
始
か
ら
１

年
後
の
来
年
４
月
ご
ろ
に
は
、
Ｅ
Ｕ
側
が
非
関
税

措
置
に
か
か
わ
る
日
本
側
の
取
り
組
み
を
評
価
し
、

交
渉
を
継
続
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
協
定
の
早
期

締
結
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
経
済
界
か
ら
の
一

層
の
働
き
か
け
が
必
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
経
団
連
で
は
、
日
Ｅ
Ｕ
定
期
首
脳
協

議
の
東
京
で
の
開
催
を
控
え
た
１１
月
１５
日
、
欧
州

の
経
済
団
体
で
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
欧

州
商
工
会
議
所
と
そ
れ
ぞ
れ
日
Ｅ
Ｕ

Ｅ
Ｐ
Ａ
の

早
期
締
結
を
求
め
る
共
同
声
明
を
取
り
ま
と
め
公

表
し
た
。
１９
日
に
は
、
定
期
首
脳
協
議
に
出
席
の

た
め
来
日
し
た
カ
レ
ル
・
デ
・
ヒ
ュ
フ
ト
貿
易
担

当
欧
州
委
員
に
対
し
共
同
声
明
を
手
交
し
た
。

■
欧
州
経
済
団
体
と
の
共
同
声
明
の
概
要

声
明
で
は
、
ま
ず
、
交
渉
の
開
始
を
歓
迎
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
成
り
行
き
を
重
大
な
関
心
を
持

っ
て
注
視
し
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
協
定
は
野

心
的
か
つ
包
括
的
な
も
の
で
あ
る
べ
き
と
主
張
し

て
い
る
。
ま
た
、
協
定
締
結
に
よ
っ
て
成
長
と
雇

用
を
も
た
ら
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
貿
易
シ
ス
テ
ム

を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
日
Ｅ
Ｕ
双
方
に
お
い
て

ゆ
る
ぎ
な
い
政
治
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
求
め
ら

れ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
首
脳
協
議
の
結
果
、

双
方
の
首
脳
か
ら
協
定
の
早
期
締
結
を
目
指
す
と

の
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
る
よ
う
期
待

を
述
べ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
日
Ｅ
Ｕ

Ｅ
Ｐ
Ａ
と
並
行
し
て
環
大

西
洋
貿
易
投
資
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
Ｔ
Ｔ
Ｉ
Ｐ
）、

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
等
の
交
渉

が
進
め
ら
れ
る
な
か
、
�
先
進
国
間
で
規
制
が
乖

離
し
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
�
グ
ロ
ー
バ
ル

に
通
用
す
る
ル
ー
ル
を
策
定
す
る
こ
と
�
日
Ｅ
Ｕ

間
の
規
制
の
整
合
性
の
確
保
、
規
格
・
基
準
等
の

調
和
・
相
互
承
認
の
推
進
な
ど
業
種
横
断
的
な
課

題
に
取
り
組
む
こ
と

を
求
め
て
い
る
。
最
後

に
、
経
済
界
の
役
割
と
し
て
、
業
種
固
有
の
問
題

に
関
し
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
解
決
策
を
も
た

ら
す
た
め
に
、
引
き
続
き
日
Ｅ
Ｕ
間
の
業
界
対
話

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
交
渉
の
あ
ら
ゆ
る
局
面

に
お
い
て
意
見
具
申
、
情
報
提
供
を
行
う
用
意
が

あ
る
旨
付
言
し
て
い
る
。

■
日
Ｅ
Ｕ
定
期
首
脳
協
議
の
共
同
プ
レ
ス
声
明

日
Ｅ
Ｕ
定
期
首
脳
協
議
の
成
果
と
し
て
１１
月
１９

日
に
発
出
さ
れ
た
共
同
プ
レ
ス
声
明
に
は
、
日
Ｅ

Ｕ

Ｅ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
、「
可
能
な
限
り
早
期
の

締
結
に
向
け
た
決
意
を
改
め
て
表
明
し
、
関
係
大

臣
や
欧
州
委
員
に
対
し
て
、
交
渉
を
一
層
進
展
さ

せ
る
よ
う
指
示
し
た
」
旨
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

日
本
ミ
ャ
ン
マ
ー
合
同
経
済
会
議

を
ヤ
ン
ゴ
ン
で
開
催

―
投
資
促
進
の
た
め
の
具
体
的
課

題
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
官
民
首
脳
と

協
議

経
団
連
日
本
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
委
員
会
の
総
勢

６１
名
（
団
長＝

勝
俣
宣
夫
委
員
長
、
共
同
団
長＝

小
林
健
共
同
委
員
長
）
が
１１
月
１８
日
か
ら
２２
日
に

か
け
て
、
日
本
ミ
ャ
ン
マ
ー
合
同
経
済
会
議
開
催

お
よ
び
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
・
与
党
幹
部
表
敬
の
た

め
、
ヤ
ン
ゴ
ン
お
よ
び
首
都
ネ
ー
ピ
ー
ド
ー
を
訪

問
し
た
。

■
日
本
ミ
ャ
ン
マ
ー
合
同
経
済
会
議

１９
日
に
ヤ
ン
ゴ
ン
で
ミ
ャ
ン
マ
ー
商
工
会
議
所

連
盟
（
Ｕ
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
）
と
と
も
に
開
催
し
た
日

本
ミ
ャ
ン
マ
ー
合
同
経
済
会
議
は
、
日
本
ミ
ャ
ン

マ
ー
経
済
委
員
会
の
再
開
後
、
初
の
開
催
と
な
る

も
の
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
経
済
関
係
が
、
情
報
収

集
や
協
力
を
構
想
す
る
段
階
か
ら
実
施
の
段
階
へ

と
移
り
つ
つ
あ
る
状
況
を
踏
ま
え
て
、
�
経
済
改

革
と
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
整
備
（
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
共
同

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
）
で
の
協
力
�
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
の
協
力
�
人
材
育
成
と
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

の
各
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
活
動
計
画
や
日
本
か
ら
の
投
資
促
進
に

向
け
た
提
案
を
示
し
て
踏
み
込
ん
だ
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

特
に
、
日
本
側
か
ら
、
外
資
金
融
機
関
の
参
入

規
制
や
外
資
企
業
の
輸
入
・
販
売
規
制
の
緩
和
と

国
際
入
札
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
向
上
を
要
望
し
た

と
こ
ろ
、
Ｕ
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
か
ら
賛
意
が
示
さ
れ
る

と
と
も
に
、
イ
ン
フ
ラ
建
設
に
必
要
な
資
機
材
の

輸
入
お
よ
び
小
売
業
の
一
部
自
由
化
に
つ
い
て
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
と
協
議
す
る
旨
の
発
言
が
あ
っ

た
。
次
回
は
東
京
で
開
催
す
る
こ
と
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
共
同
声
明
に
署
名
し
て
閉
幕
し
た
。

■
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
大
統
領
ら
政
府
・
与
党
幹
部

を
表
敬
訪
問

２０
日
お
よ
び
２１
日
は
、
首
都
ネ
ー
ピ
ー
ド
ー
で
、

テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
大
統
領
、
ト
ゥ
ラ
・
シ
ュ
エ
・

マ
ン
下
院
議
長
を
は
じ
め
と
す
る
７
名
の
政
府
・

与
党
幹
部
へ
の
表
敬
訪
問
を
行
っ
た
。
テ
イ
ン
・

セ
イ
ン
大
統
領
は
、
合
同
経
済
会
議
の
意
義
を
高

く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の
投
資

誘
致
に
お
い
て
友
好
国
の
日
本
を
優
先
し
て
扱
っ

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

具
体
的
案
件
に
つ
い
て
は
、
キ
ン
・
マ
ウ
ン
・

ソ
ー
電
力
大
臣
や
カ
ン
・
ゾ
ー
国
家
計
画
・
経
済

開
発
大
臣
か
ら
、
テ
ィ
ラ
ワ
の
経
済
特
区
の
火
力

発
電
所
に
、
天
然
ガ
ス
を
優
先
的
に
供
給
す
る
と

の
約
束
が
表
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
投
資
認
可
プ
ロ

セ
ス
の
迅
速
化
に
つ
い
て
、
ト
ゥ
ラ
・
シ
ュ
エ
・

マ
ン
下
院
議
長
か
ら
、
日
本
か
ら
改
善
策
を
提
案

し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
後
、

日
ミ
ャ
ン
マ
ー
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
で

の
対
応
を
政
府
と
相
談
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ウ
ィ
ン
・
ミ
ン
商
業
大
臣
か
ら
は
、「
投
資
委
員

会
か
ら
認
可
の
下
り
な
い
案
件
が
あ
れ
ば
、
商
業

省
が
早
期
に
認
可
す
る
よ
う
に
し
た
い
」
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

日
本
ミ
ャ
ン
マ
ー
経
済
委
員
会
で
は
、
今
回
の

成
果
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
官
民

首
脳
と
の
関
係
強
化
と
具
体
的
案
件
の
促
進
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―２６―
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一
二
月
一
日
〜
一
月
九
日

◆
一
二
・
三

第
二
回
地
域
社
会
問
題

委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
四

働
き
が
い
の
あ
る
職
場

づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
五

第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
六

中
部
地
区
協
議
会
（
Ａ

Ｇ
Ｓ
）

◆
一
二
・
九

第
九
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
〇

南
部
地
区
協
議
会（
富

士
重
工
業
産
業
機
器
カ
ン
パ
ニ
ー
）

◆
一
二
・
一
一

第
二
回
少
子
高
齢
化

対
策
研
究
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
六

第
一
〇
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
一
九

第
五
回
グ
ロ
ー
バ
ル

委
員
会
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
向
け
県

内
企
業
説
明
会
」（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
二
・
二
四

第
一
一
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
九

平
成
二
六
年
度
新
年
会
員

懇
談
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

会
員
の
皆
々
様
の
ご
健
勝
と
、
益
々
の
ご

活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も

ご
愛
読
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

▼
今
年
は
『
午
年
』
だ
が
、
先
ず
浮

か
ん
で
く
る
の
は
「
左
馬
」
と
い
う

言
葉
で
あ
る
。
山
形
県
天
童
市
な
ど

で
は
、
将
棋
の
駒
や
根
付
け
な
ど
に

左
馬
と
。
そ
れ
は
、
馬
の
字
が
逆
に

書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
う
ま
」

の
逆
は
「
ま
う
（
舞
）」
で
あ
り
、

古
来
、
舞
は
め
で
た
い
席
で
催
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
縁
起
の
良
い
招
福
の

駒
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
左
馬
と

い
う
字
の
下
の
部
分
が
財
布
の
き
ん

ち
ゃ
く
の
形
を
し
て
お
り
、
口
が
良

く
締
ま
っ
て
、
入
っ
た
金
が
散
逸
し

な
い
こ
と
か
ら
、
富
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
の
意
味
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
左
馬
は
、
昔

か
ら
福
を
招
く
、
め
で
た
い
商
売
繁
盛
の
守

り
駒
と
し
て
よ
ろ
こ
ば
れ
て
い
る
。

▽
「
よ
ー
し
、
今
年
は
左
駒
の
根
付
け
を
財

布
に
付
け
て
金
運
を
呼
び
込
む
こ
と
に
し
よ

う
！
」

▼
話
は
変
わ
る
が
、
昨
年
の
異
常
気
象
に
は

驚
き
の
連
続
だ
っ
た
。
故
郷
・
越
後
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
も
自
然
変
異
に
は
勝
て
な
い
の
か
、

一
昨
年
と
の
比
較
で
は
味
が
少
し
落
ち
た
と

い
う
感
じ
が
す
る
。
コ
メ
は
、
田
植
え
が
終

わ
り
花
を
付
け
、
実
が
入
り
、
刈
り
入
れ
時

期
の
三
拍
子
の
天
候
が
良
け
れ
ば
「
美
味
し

い
」
と
昔
地
元
の
農
家
の
方
に
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
。
昨
年
は
間
違
い
な
く
三
拍
子
が
揃

っ
て
い
た
は
ず
な
の
に
…
。
や
は
り
気
温
が

地
球
温
暖
化
で
高
く
な
っ
た
影
響
が
？
と
も

…
。最

近
は
、
北
海
道
産
の
コ
メ
が
美
味
し
い

と
聞
く
が
、
北
海
道
の
気
温
が
以
前
の
越
後

の
気
温
と
同
じ
位
に
な
っ
て
米
作
に
適
し
て

き
た
の
か
も
し
れ
な
い
？

▽
人
間
の
知
識
を
如
何
に
結

集
し
て
も
自
然
現
象
に
は
絶

対
に
勝
て
な
い
よ
！
自
然
破

壊
に
つ
な
が
る
様
な
事
は
出

来
る
限
り
避
け
よ
う
よ
。

人
間
心
理
は
「
失
う
も
の

の
怖
さ
が
あ
る
と
必
ず
反
抗

す
る
」
と
い
わ
れ
る
。

▼
今
年
も
日
本
が
解
決
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
数
多
く

の
難
題
が
あ
る
。
順
調
に
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
こ
の
ま
ま
続

行
さ
れ
て
い
く
と
い
う
保
障

は
な
い
。
国
外
で
は
、
ロ
シ

ア
・
中
国
・
韓
国
と
の
領
土

問
題
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
、
国
内

で
は
原
発
廃
止
論
か
ら
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
Ｃ
Ｏ
２
問
題
、
消
費
増
税
問
題
、

沖
縄
米
軍
基
地
問
題
、
そ
し
て
社
会
保
障
制

度
問
題
な
ど
な
ど
と
…
。

▽
現
実
に
は
庶
民
の
足
元
を
見
つ
め
る
と
、

相
変
わ
ら
ず
格
差
社
会
に
な
っ
て
お
り
、
何

か
住
み
づ
ら
い
日
本
に
変
貌
し
て
い
る
感
が

し
て
な
ら
な
い
。
特
に
老
人
や
子
育
て
家
族

に
と
っ
て
は
！

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

第１９７回

ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！
エッセイスト 和 宮 英 之

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー

情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門

―２７―



★
第
七
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
月
一
六
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

元
リ
ク
ル
ー
ト
の
伝
説
の
営
業
マ
ン

が
語
る
�
売
れ
る
営
業
は
満
足
よ
り

感
動
�
〜
一
三
〇
〇
社
以
上
の
売
上

を
増
大
さ
せ
た
営
業
の
達
人
が
教
え

ま
す

講
師

�
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役

富
田
直
人
氏

★
第
一
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
月
二
一
日
�
一
五
時
〜
一
七
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

こ
れ
か
ら
の
モ
ノ
づ
く
り
中
小
企
業

が
生
き
る
道
〜
生
き
残
り
の
道
は
こ

こ
に
あ
る

講
師

神
戸
国
際
大
学
教
授

中
村
智
彦
氏

★
第
三
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

一
月
二
七
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

も
し
日
本
の
経
営
者
が
ド
ラ
ッ
カ
ー

の
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
真
剣
に
実

践
し
た
ら
〜
も
う
一
つ
の
「
も
し
ド

ラ
」

講
師

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所

社
会
研
究

部
門
主
任
研
究
員

百
嶋

徹
氏

★
第
三
回
企
業
戦
略
研
究
会

日
時

一
月
二
九
日
�
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

埼
玉
県
立
浦
和
図
書
館

内
容

	
知
財
戦
略
の
教
科
書
〜
工
夫
と
知

識
は
お
金
に
換
え
ら
れ
る



�
あ
？
使
え
る
！
ビ
ジ
ネ
ス
図
書
館

〜
各
種
調
査
・
事
業
計
画
策
定
の
た

め
の
図
書
館
活
用
セ
ミ
ナ
ー

講
師

	
�
ブ
ラ
イ
ナ
代
表
取
締
役
・
弁
理

士

佐
原
雅
史
氏

�
埼
玉
県
立
浦
和
図
書
館

社
会
科

学
資
料
担
当
司
書
主
幹

長
谷
川
優

子
氏

★
西
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
三
日
�
一
三
時
三
〇
分
〜
一
七

時
三
〇
分

会
場

丸
広
百
貨
店
（
川
越
）

内
容

	
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経

営
側
の
基
本
姿
勢

�
現
状
維
持
は
破
滅
で
す
〜
不
透

明
・
不
安
の
時
代
を
生
き
抜
く
リ
ー

ダ
ー
の
役
割

講
師

	
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金

セ
ン
タ
ー
長

平
田
武
氏

�
元
は
と
バ
ス
社
長

宮
端
清
次
氏

★
北
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
六
日
�
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六

時
三
〇
分

会
場

マ
ロ
ウ
ド
イ
ン
熊
谷

内
容

	
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経

営
側
の
基
本
姿
勢

�
働
き
や
す
い
職
場
を
つ
く
る
七
つ

の
方
法

講
師

	
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金

セ
ン
タ
ー
長

平
田
武
氏

�
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
�
パ
ー
ト
ナ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ

江
口
肇
氏

★
南
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
七
日
�
一
三
時
三
〇
分
〜
一
六

時
四
〇
分

会
場

川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
リ
リ
ア

内
容

	
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経

営
側
の
基
本
姿
勢

�
一
〇
〇
年
企
業
に
学
ぶ
〜
持
続
的

成
長
の
秘
訣
〜

講
師

	
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金

セ
ン
タ
ー
長

平
田
武
氏

�
パ
ー
ト
ナ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
代

表

山
岡
正
義
氏

★
中
部
地
区
協
議
会

日
時

二
月
一
二
日
�
一
三
時
三
〇
分
〜
一

六
時
三
〇
分

会
場

�
サ
イ
サ
ン

内
容

	
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経

営
側
の
基
本
姿
勢

�
混
沌
か
ら
混
乱
へ
〜
不
安
な
世
界

を
日
本
企
業
は
如
何
に
生
き
延
び
る

か
？

	
日
本
経
団
連
労
働
法
制
本
部
主
幹

鈴
木
重
也
氏

�
愛
知
淑
徳
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
学

部
長
教
授

真
田
幸
光
氏

★
第
一
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

二
月
四
日
�
一
四
時
〜
一
六
時
三
〇

分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

戦
略
が
確
実
に
実
行
さ
れ
、
業
績
が

上
が
る
現
場
の
動
か
し
方
〜
戦
略
の

実
行
を
通
し
て
成
果
を
生
み
出
す
八

つ
の
ス
テ
ッ
プ

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
�
執
行
役
員
Ｂ
Ｃ

Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ー
チ

清
原
豪
士
氏

★
青
年
経
営
者
部
会
新
春
特
別
講
演
会

日
時

二
月
一
〇
日
�
一
六
時
〜
一
九
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

失
わ
れ
た
二
〇
年
の
勝
ち
組
企
業

一
〇
〇
社
成
功
の
法
則
〜
日
本
企
業

に
と
っ
て
究
極
の
次
世
代
経
営
モ
デ

ル
と
は
〜

講
師

一
橋
大
学
大
学
院
国
際
企
業
戦
略
科

教
授

名
和
高
司
氏

★
第
三
回
人
事
労
務
委
員
会

日
時

二
月
二
一
日
�
一
五
時
〜
一
八
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三
・
四
〇
四

内
容

「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
に
向
け
て
、

先
進
企
業
の
取
り
組
み
事
例
に
学

ぶ
」・「
埼
玉
県
に
お
け
る
働
き
が
い

の
あ
る
会
社
調
査
入
賞
企
業
表
彰

式
」「
交
流
会
」

★
埼
玉
大
学
と
の
合
同
特
別
公
開
講
座
第
三

講
日
時

二
月
二
六
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
〇
三

内
容

株
式
相
互
持
合
い
の
崩
壊
と
労
使
関

係
の
激
変

講
師

埼
玉
大
学

経
済
学
部
教
授

鈴
木

邦
夫
氏

★
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

日
時

二
月
二
八
日
�
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

冒
険
す
る
喜
び
を
味
わ
お
う
！

講
師

独
立
行
政
法
人
海
洋
研
究
開
発
機
構

海
洋
・
極
限
環
境
生
物
圏
領
域
・
地
殻

内
生
物
圏
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

高
井
研
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
ト
ク
デ
ン
プ
ロ
セ
ル
さ
い
た
ま
支
店

支
店
長

高
山

孝
宏

さ
い
た
ま
市
北
区
吉
野
町
二
―
一
一
―
五

電
話
〇
四
八
―
六
六
三
―
五
七
三
一

（
資
）
四
千
五
百
万
円

（
従
）
一
二
〇
名

諸
電
線
・
電
子
機
器
お
よ
び
電
子
部
品
の

販
売

�
日
進
化
成

代
表
取
締
役

日
下
部

茂
樹

戸
田
市
美
女
木
三
―
六
―
八

電
話
〇
四
八
―
四
二
一
―
七
五
〇
五

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
四
〇
名

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
・
加
工
そ
れ
に
付
随

す
る
業
務
一
式

〈
代
表
者
変
更
〉

ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
新
埼
玉
�

代
表
取
締
役
社
長

中
村

健
（
旧

勝
又

久
夫
）

日
本
フ
エ
ル
ト
�
埼
玉
工
場

常
務
取
締
役
埼
玉
工
場
長

中
川

誠
二
（
旧

野
村

眞
理
）

〈
住
所
変
更
〉

�
ア
イ
エ
フ
物
流
サ
ー
ビ
ス

春
日
部
市
豊
野
町
二
―
八
―
二
豊
野
工
業

団
地
内

（
旧

越
谷
市
小
曽
川
三
三
五
―
一
）

本
庄
ガ
ス
�

本
庄
市
早
稲
田
の
杜
一
―
五
―
二
〇

（
旧

本
庄
市
東
富
田
一
九
八
―
一
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
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